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痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
｜
｜
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
｜
｜
?
小
津
安
二
郎
作
品
地
名
・
人
名
稿
（
カ
ラ
ー
映
画
編
Ⅱ
完
）
中
澤
千
磨
夫
凡
例
本
稿
は
「
痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
｜
?
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
｜
?
?
小
津
安
二
郎
作
品
地
名
・
人
名
稿
（
戦
後
モ
ノ
ク
ロ
映
画
編
）」（『
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
39
、
二
〇
〇
七
・
三
）、「
痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
｜
?
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
｜
?
?
小
津
安
二
郎
作
品
地
名
・
人
名
稿
（
カ
ラ
ー
映
画
編
?
）」（『
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
41
、
二
〇
〇
九
・
三
）
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は『
浮
草
』（
一
九
五
九
年
）、『
秋
日
和
』（
一
九
六
〇
年
）、『
小
早
川
家
の
秋
』（
一
九
六
一
年
）
に
登
場
す
る
地
名
と
人
名
を
見
出
し
と
し
て
掲
出
し
、
読
み
方
と
簡
単
な
注
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
名
に
つ
い
て
は
す
べ
て
、
一
人
名
に
つ
い
て
は
役
名
・
キ
ャ
ス
ト
名
・
ス
タ
ッ
フ
名
を
除
い
た
す
べ
て
を
掲
出
し
た
。
た
だ
し
、
役
名
に
つ
い
て
は
一
部
掲
出
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
役
名
に
な
ん
ら
か
の
意
図
が
見
い
だ
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
ま
た
、
地
名
・
人
名
以
外
の
固
有
名
詞
（
文
学
作
品
名
・
商
品
名
な
ど
）、
そ
の
他
で
掲
出
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
掲
出
基
準
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。
洋
酒
名
や
ロ
ケ
地
・
セ
ッ
ト
内
の
固
有
名
詞
に
は
採
ら
な
か
っ
た
も
の
が
多
い
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
の
は
、
映
画
は『
浮
草
』（
二
〇
〇
三
・
一
二
、
角
川
映
画
株
式
会
社
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｅ
｜
５
０
７
８
４
）、『
小
津
安
二
郎
Ｄ
Ｖ
Ｄ
｜
Ｂ
Ｏ
Ｘ
』（
二
〇
〇
三
・
九
、
松
竹
株
式
会
社
）、『
小
早
川
家
の
秋
』（
二
〇
〇
四
・
一
、
東
宝
株
式
会
社
Ｔ
Ｄ
Ｖ
２
７
６
４
Ｄ
）、
脚
本
は
井
上
和
男
編
『
小
津
安
二
郎
全
集
﹇
下
﹈』（
二
〇
〇
三
・
四
、
新
書
館
）
で
あ
る
。
掲
出
の
優
先
順
位
は
映
画
内
で
の
台
詞
、
映
像
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
も
の
（
原
則
と
し
て
画
面
上
手
か
ら
下
手
、
上
方
か
ら
下
方
の
順
に
掲
出
）、
脚
本
に
出
て
く
る
も
の
（
ト
書
き
な
ど
の
説
明
）
と
し
た
。
掲
出
見
出
し
の
う
し
ろ
に
括
弧
書
き
で
示
し
た
の
は
そ
の
順
位
に
よ
る
。
括
弧
書
き
が
な
い
も
の
は
台
詞
と
し
て
の
み
出
る
も
の
。
そ
の
場
合
、
脚
本
に
書
か
れ
て
い
て
も
特
に
注
記
し
な
か
っ
た
。「
映
像
」と
あ
る
の
は
、
映
画
か
ら
読
め
る
情
報
で
あ
る
。「『
全
集
』」と
の
み
あ
る
の
は
、
脚
本
に
ト
書
き
な
ど
と
し
て
の
み
出
て
く
る
も
の
。「
台
詞
」
と
あ
る
の
は
、「
映
像
」
や
「『
全
集
』」
に
先
ん
じ
て
登
場
し
た
場
合
の
映
画
内
で
の
台
詞
、
も
し
く
は
「
映
像
」
や
『
全
集
』
の
後
に
出
た
台
詞
を
指
す
。「
Ｂ
Ｇ
Ｍ
」
は
Ｂ
Ｇ
Ｍ
、「
音
楽
」、「
舞
台
音
楽
」
は
物
語
内
で
か
か
る
音
楽
、
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
「
口
笛
」
は
口
笛
を
指
す
。
「
痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
｜
?
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
｜
?
?
小
津
安
二
郎
作
品
地
名
・
人
名
稿
（
戦
後
モ
ノ
ク
ロ
映
画
編
）」、「
痙
攣
す
る
デ
ジ
ャ
・
ヴ
ュ
｜
?
ビ
デ
オ
で
読
む
小
津
安
二
郎
｜
?
?
小
津
安
二
郎
作
品
地
名
・
人
名
稿（
カ
ラ
ー
映
画
編
?
）」
に
見
出
し
と
し
て
掲
出
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
ご
面
倒
で
も
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
最
終
的
に
は
読
め
る
事
典
と
し
て
一
二
本
に
ま
と
め
る
予
定
で
す
。
間
違
い
多
き
こ
と
を
お
そ
れ
ま
す
が
、
ご
教
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
『
浮
草
』（
一
九
五
九
年
）
波
切
漁
港
【
な
き
り
ぎ
ょ
こ
う
】（
映
像
）
三
重
県
志
摩
市
大
王
町
波
切
（
映
画
公
開
時
は
三
重
県
志
摩
郡
大
王
町
波
切
）
の
漁
港
。
一
九
二
八
年
竣
工
。
冒
頭
、
中
央
や
や
下
手
に
白
い
灯
台
、
上
手
下
方
に
一
升
瓶
を
配
し
た
浮
世
絵
風
空
シ
ョ
ッ
ト
は
、
小
津
映
像
美
の
典
型
例
で
あ
る
。
貴
田
庄
『
小
津
安
二
郎
の
ま
な
ざ
し
』（
一
九
九
九
・
五
、
晶
文
社
）
は
「『
浮
草
』
の
真
の
価
値
は
、
こ
の
完
成
さ
れ
た
映
像
美
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
波
切
【
な
き
り
】（
映
像
）
『
東
京
暮
色
』
の
項
参
照
。
伊
勢
志
摩
【
い
せ
し
ま
】（
映
像
）
伊
勢
志
摩
地
方
の
地
図
。「
船
着
場
待
合
所
」（『
全
集
』）の
壁
に
貼
っ
て
あ
る
。
末
尾
近
く
、
波
矢
駅
に
は
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。
日
清
天
ぷ
ら
油
【
に
っ
し
ん
て
ん
ぷ
ら
ゆ
】（
映
像
）
日
清
製
油
（
一
九
〇
七
年
創
立
。
現
・
日
清
オ
イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
）
が
製
造
販
売
し
て
い
た
天
ぷ
ら
油
。「
待
合
所
」
の
台
の
上
に
段
ボ
ー
ル
箱
が
あ
る
。
B
urgie
【
ば
あ
ぎ
い
】（
映
像
）
不
詳
。「
船
着
場
待
合
所
」（『
全
集
』）
に
青
い
箱
が
あ
る
。
カ
ラ
ー
粒
状
石
鹼
【
か
ら
あ
つ
ぶ
じ
ょ
う
せ
っ
け
ん
】（
映
像
）
不
詳
。「
船
着
場
待
合
所
」（『
全
集
』）に
箱
が
あ
る
。「
カ
ラ
ー
」
の
部
分
は
赤
地
に
白
抜
き
。「
粒
状
石
鹼
」
の
部
分
は
青
地
に
白
抜
き
。
色
物
が
洗
え
る
粒
状
石
鹼
か
。
相
生
座
【
あ
い
お
い
ざ
】
嵐
駒
十
郎
一
座
の
芝
居
が
か
か
る
劇
場
。
相
生
橋
（『
風
の
中
の
牝
鶏
』
の
項
参
照
）、
相
生
荘
（『
東
京
暮
色
』の
項
参
照
）に
繫
が
る
。ま
た
、広
島
市
の
相
生
橋
は
、そ
の
特
徴
あ
る
Ｔ
字
型
の
形
状
ゆ
え
原
子
爆
弾
投
下
の
目
印
と
な
っ
た
。
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
三
日
産
【
に
っ
さ
ん
】（
映
像
）
次
項
参
照
。「
待
合
所
」
の
壁
に
「
日
産
の
農
薬
」、「
日
産
化
学
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。
日
産
化
学
【
に
っ
さ
ん
か
が
く
】（
映
像
）
一
八
八
七
年
創
業
、
一
九
二
一
年
設
立
の
日
本
最
初
の
化
学
肥
料
製
造
会
社
。
東
京
【
と
う
き
ょ
う
】（
映
像
）
『
長
屋
紳
士
録
』、『
風
の
中
の
牝
鶏
』、『
晩
春
』、『
宗
方
姉
妹
』、『
麦
秋
』、『
お
茶
漬
の
味
』、『
東
京
物
語
』、『
早
春
』、『
東
京
暮
色
』、『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』
の
項
参
照
。「
日
産
の
農
薬
」
の
左
に
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
中
の
文
字
。
『
大
菩
薩
峠
』【
だ
い
ぼ
さ
つ
と
う
げ
】（
映
像
）
こ
こ
で
は
内
田
吐
夢
監
督『
大
菩
薩
峠
』（
一
九
五
七
年
、
東
映
）。
片
岡
千
恵
蔵
・
中
村
錦
之
助
・
月
形
龍
之
介
出
演
。
原
作
は
、
中
里
介
山
が
一
九
一
三
年
か
ら
四
一
年
ま
で
書
き
継
い
だ
も
の
。（
中
村
）
錦
之
助
は
の
ち
に
吉
之
助
（
三
井
弘
次
）
の
台
詞
に
出
る
（
別
項
）。
待
合
所
の
壁
に
サ
カ
イ
中
央
の
「
お
盆
特
別
豪
華
番
組
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。
『
次
郎
長
富
士
』【
じ
ろ
ち
ょ
う
ふ
じ
】（
映
像
）
森
一
生
監
督『
次
郎
長
富
士
』（
一
九
五
九
年
、
大
映
）。
長
谷
川
一
夫
・
市
川
雷
蔵
・
京
マ
チ
子
・
若
尾
文
子
・
山
本
富
士
子
出
演
。
京
マ
チ
子
、
若
尾
文
子
出
演
作
の
ポ
ス
タ
ー
を
使
用
（
あ
る
い
は
製
作
）
し
た
の
は
意
図
的
な
遊
び
。
同
右
。
『
ワ
ン
マ
ン
今
昔
物
語
』【
わ
ん
ま
ん
こ
ん
じ
ゃ
く
も
の
が
た
り
】（
映
像
）
近
江
俊
郎
監
督『
ワ
ン
マ
ン
今
昔
物
語
』（
一
九
五
九
年
）。
由
利
徹
・
南
利
明
出
演
。
同
右
サ
カ
イ
中
央
【
さ
か
い
ち
ゅ
う
お
う
】（
映
像
）
『
大
菩
薩
峠
』、『
次
郎
長
富
士
』、『
ワ
ン
マ
ン
今
昔
物
語
』上
映
館
。
同
右
。
の
ち
に
半
七
（
別
項
）
の
隣
家
、
小
川
軒
（
別
項
）
に
も
C
ultured P
earls G
olden J
ubilee
【
か
る
ち
ゃ
あ
ど
ぱ
あ
る
ず
ご
お
る
で
ん
じ
ゅ
び
り
い
】（
映
像
）
待
合
所
の
壁
に
ポ
ス
四
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。
養
殖
真
珠
五
十
年
祭
の
意
で
あ
る
か
ら
、
真
円
真
珠
養
殖
の
特
許
が
取
ら
れ
た
一
九
〇
七
年
か
ら
五
十
年
を
記
念
し
た
一
九
五
七
年
の
ポ
ス
タ
ー
と
思
わ
れ
る
。
極
楽
寺
【
ご
く
ら
く
じ
】（
映
像
）
不
詳
。
同
名
の
寺
は
多
数
あ
る
。
待
合
所
の
壁
に
「
北
向
地
蔵
尊
極
楽
寺
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。
の
ち
に
「
め
し
屋
「
つ
る
や
」」（『
全
集
』）
の
向
か
い
に
も
同
じ
ポ
ス
タ
ー
が
。
伊
那
【
い
な
】
長
野
県
伊
那
市
。
一
九
五
四
年
四
月
一
日
伊
那
町
な
ど
の
合
併
で
伊
那
市
誕
生
。
天
龍
【
て
ん
り
ゅ
う
】
『
全
集
』
は
「
天
竜
」。
長
野
県
下
伊
那
郡
天
龍
村
。
一
九
五
六
年
九
月
三
〇
日
、
平
岡
村
と
神
原
村
の
合
併
で
誕
生
。
岡
崎
【
お
か
ざ
き
】
愛
知
県
岡
崎
市
。『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。
刈
谷
【
か
り
や
】
愛
知
県
刈
谷
市
。
一
九
五
〇
年
四
月
一
日
市
制
施
行
。
徳
造
（
丸
山
修
）
の
台
詞
中
の
嵐
駒
十
郎
一
座
廻
り
先
。
の
ち
に
加
代
（
若
尾
文
子
）
の
台
詞
に
も
。
知
多
【
ち
た
】
愛
知
県
知
多
郡
知
多
町（
一
九
五
五
年
四
月
一
日
知
多
郡
の
三
町
が
合
併
し
て
誕
生
、
七
〇
年
九
月
一
日
市
制
施
行
で
知
多
市
）
あ
る
い
は
知
多
半
島
。
山
田
の
新
道
【
や
ま
だ
の
し
ん
み
ち
】
三
重
県
伊
勢
市
の
商
店
街
。
伊
勢
銀
座
新
道
商
店
街
。
丸
橋
忠
彌
【
ま
る
ば
し
ち
ゅ
う
や
】
生
年
不
詳
、
一
六
五
一
年
没
。
江
戸
時
代
の
浪
人
。
酒
好
き
で
軽
率
。
長
宗
我
部
盛
親
の
子
と
称
し
、
徳
川
幕
府
に
恨
み
を
抱
く
。
慶
安
の
変
に
由
比
正
雪
の
参
謀
と
し
て
参
画
。
幕
府
転
覆
を
目
論
む
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
は
未
遂
に
終
わ
り
、
磔
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
歌
舞
伎
や
講
談
で
広
く
知
ら
れ
、
映
画
公
開
直
近
の
時
点
で
も
、
中
山
義
秀『
丸
橋
忠
彌
』
（
一
九
五
五
・
一
〇
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）、
中
沢
夫
『
丸
橋
忠
弥
』（
一
九
五
五
・
一
二
、
鱒
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
五
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
当
時
の
日
本
人
に
は
馴
染
み
の
人
物
で
あ
っ
た
。
フ
ジ
テ
ツ
ト
タ
ン
【
ふ
じ
て
つ
と
た
ん
】（
映
像
）
「
待
合
所
」の
外
に
見
え
る
琺
瑯
看
板
。
富
士
製
鉄
製
の
ト
タ
ン
。
富
士
製
鉄
は
、
一
九
五
〇
年
、
日
本
製
鉄
の
解
体
に
よ
り
発
足
。
一
九
七
〇
年
、
八
幡
製
鉄
と
合
併
し
、
新
日
本
製
鉄
と
な
り
現
在
に
至
る
。
ほ
か
に
「
電
気
冷
蔵
庫
」、「
冠
」
の
看
板
も
。「
冠
」
は
「
月
桂
冠
」、「
國
冠
」、「
太
冠
」、「
瑞
冠
」、「
白
冠
」
な
ど
日
本
酒
で
あ
ろ
う
か
。
の
ち
に
つ
る
や
に
向
か
う
駒
十
郎
の
シ
ョ
ッ
ト
で
も
。
ハ
ル
シ
カ
【
は
る
し
か
】（
映
像
）
「
待
合
所
」
外
に
見
え
る
琺
瑯
看
板
。
春
鹿
。
一
八
八
四
年
創
業
の
今
西
清
兵
衛
商
店
（
奈
良
県
奈
良
市
福
智
院
町
二
四
｜
一
）
が
製
造
販
売
す
る
清
酒
ブ
ラ
ン
ド
名
。
三
重
和
具
【
み
え
わ
ぐ
】（
映
像
）
「
連
絡
船
」（『
全
集
』）の
救
命
浮
き
輪
。
和
具
は
三
重
県
志
摩
市
志
摩
町（
映
画
公
開
時
は
志
摩
郡
志
摩
町
）
の
地
名
。
「
忘
れ
ち
ゃ
い
や
よ
」【
わ
す
れ
ち
ゃ
い
や
よ
】
渡
辺
は
ま
子
の
ヒ
ッ
ト
曲
。
最
上
洋
・
詞
／
細
田
義
勝
・
曲
、
一
九
三
六
年
。「
連
絡
船
」（『
全
集
』）
の
中
で
座
員
た
ち
が
「
忘
れ
ち
ゃ
い
や
よ
、
忘
れ
な
い
で
ね
」
と
歌
う
。
「
ポ
ル
カ
」【
ぽ
る
か
】（
Ｂ
Ｇ
Ｍ
）
斎
藤
高
順
作
曲
。「
サ
セ
レ
シ
ア
」（『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
）
の
発
展
形
。
連
絡
船
が
波
矢
（
次
項
）
に
入
港
し
、
嵐
駒
十
郎
一
座
の
幟
が
は
た
め
い
て
い
る
時
に
か
か
る
。
の
ち
に
相
生
座
な
ど
で
も
。
波
矢
【
な
み
や
】（『
全
集
』・
映
像
）
物
語
内
架
空
の
町
名
。
脚
本
に
「
波
矢
の
町
に
貼
ら
れ
た
ビ
ラ
」
と
あ
る
。
「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」【
な
ん
ご
く
と
さ
を
あ
と
に
し
て
】（
音
楽
）
ペ
ギ
ー
葉
山
の
ヒ
ッ
ト
曲
。
武
政
英
策
・
詞
・
曲
、
一
九
五
九
年
。
嵐
駒
十
郎
一
座
の
町
廻
り
で
演
奏
さ
れ
る
曲
。
の
ち
に
相
生
座
舞
台
で
加
代
（
若
尾
文
子
）
が
ペ
ギ
ー
葉
山
（
別
項
）
の
歌
で
踊
る
。
元
は
第
四
〇
師
団
歩
兵
第
二
三
六
連
隊
（
鯨
部
隊
）
の
兵
士
た
ち
の
間
で
歌
わ
れ
て
い
た
。
戦
後
、
武
政
英
策
が
六
採
譜
し
、軍
歌
調
の
詞
を
改
変
し
た
。武
政
の
詞
と
元
歌
を
採
録
し
て
お
く
。「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
／
都
へ
来
て
か
ら
幾
歳
ぞ
／
思
い
出
し
ま
す
故
郷
の
友
が
／
門
出
に
歌
っ
た
よ
さ
こ
い
節
を
／
土
佐
の
高
知
の
は
り
ま
や
橋
で
／
坊
さ
ん
か
ん
ざ
し
買
う
を
み
た
。
月
の
浜
辺
で
焚
火
を
囲
み
／
し
ば
し
の
娯
楽
の
ひ
と
と
き
を
／
わ
た
し
も
自
慢
の
声
張
り
上
げ
て
／
歌
う
よ
土
佐
の
よ
さ
こ
い
節
を
／
み
ま
せ
見
せ
ま
し
ょ
浦
戸
を
あ
け
て
／
月
の
名
所
は
桂
浜
。
国
の
父
さ
ん
室
戸
の
沖
で
／
鯨
釣
っ
た
と
い
う
便
り
／
わ
た
し
も
負
け
ず
に
励
ん
だ
後
で
／
歌
う
よ
土
佐
の
よ
さ
こ
い
節
を
／
言
う
た
ち
い
か
ん
ち
ゃ
お
ら
ん
く
の
池
に
／
潮
吹
く
魚
が
泳
ぎ
よ
る
／
よ
さ
こ
い
よ
さ
こ
い
」（
武
政
版
）。「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
／
戦
地
へ
来
て
か
ら
幾
歳
ぞ
／
思
い
出
し
ま
す
故
郷
の
友
が
／
門
出
に
歌
っ
た
よ
さ
こ
い
節
を
／
土
佐
の
高
知
の
は
り
ま
や
橋
で
／
坊
さ
ん
か
ん
ざ
し
買
う
を
み
た
。
月
の
露
営
で
焚
き
火
を
囲
み
／
し
ば
し
の
娯
楽
の
ひ
と
と
き
を
／
自
分
も
自
慢
の
声
張
り
上
げ
て
／
歌
う
よ
土
佐
の
よ
さ
こ
い
節
を
／
み
ま
せ
見
せ
ま
し
ょ
浦
戸
を
あ
け
て
／
月
の
名
所
は
桂
浜
。
国
の
父
さ
ん
室
戸
の
沖
で
／
鯨
釣
っ
た
と
い
う
便
り
／
自
分
も
負
け
ず
に
い
く
さ
の
後
で
／
歌
う
よ
土
佐
の
よ
さ
こ
い
節
を
／
言
う
た
し
い
か
ん
ち
ゃ
お
ら
ん
く
の
池
に
ゃ
／
潮
吹
く
魚
が
泳
ぎ
よ
る
／
よ
さ
こ
い
よ
さ
こ
い
」（
元
歌
）。ご
く
わ
ず
か
な
改
変
で
戦
地
で
故
郷
の
土
佐
を
思
う
心
情
か
ら
東
京
へ
出
た
若
者
の
そ
れ
に
置
き
換
え
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
上
京
す
る
日
本
人
の
心
情
が
多
く
の
歌
謡
曲
に
託
さ
れ
た
。
島
倉
千
代
子「
東
京
だ
ョ
お
っ
母
さ
ん
」（
野
村
俊
夫
詞
／
船
村
徹
曲
、
一
九
五
七
年
）、
井
沢
八
郎「
あ
ゝ
上
野
駅
」（
関
口
義
明
詞
／
荒
井
英
一
曲
、
一
九
六
四
年
）
守
屋
浩
「
僕
は
泣
い
ち
っ
ち
」（
浜
口
庫
之
助
詞
・
曲
、
一
九
五
九
年
）
な
ど
。
梅
廼
家
【
う
め
の
や
】（
映
像
・『
全
集
』）
「
小
料
理
屋
」（『
全
集
』）。
半
七
【
は
ん
し
ち
】（
映
像
）
梅
廼
家
の
向
か
い
の
店
。
『
女
と
海
賊
』
【
お
ん
な
と
か
い
ぞ
く
】（
映
像
）
伊
藤
大
輔
監
督
『
女
と
海
賊
』（
一
九
五
九
年
）。
長
谷
川
一
夫
・
京
マ
チ
子
出
演
。
七
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
京
マ
チ
子
出
演
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
を
使
用
（
も
し
く
は
製
作
）
し
て
い
る
の
は
小
粋
な
遊
び
。
半
七
の
隣
家
に
貼
っ
て
あ
る
「
サ
カ
イ
中
央
」（
前
出
）
の
ポ
ス
タ
ー
。
『
鞍
馬
天
狗
』【
く
ら
ま
て
ん
ぐ
】（
映
像
）
こ
こ
で
は
マ
キ
ノ
雅
弘
監
督『
鞍
馬
天
狗
』（
一
九
五
九
年
）。
東
千
代
之
助
・
美
空
ひ
ば
り
出
演
。
同
前
。
キ
ン
グ
バ
ー
【
き
ん
ぐ
ば
あ
】（
映
像
）
梅
廼
家
向
か
い
の
店
の
行
灯
。
い
こ
い
【
い
こ
い
】（
映
像
）
梅
廼
家
で
吉
之
助
（
三
井
弘
次
）
が
吸
う
煙
草
。
の
ち
に
小
川
軒
の
店
内
に
も
あ
る
。
一
九
五
六
年
三
月
二
六
日
発
売
。
錦
之
助
【
き
ん
の
す
け
】
梅
廼
家
で
八
重
（
賀
原
夏
子
）
に
名
を
問
わ
れ
て
吉
之
助
が
応
え
る
名
。
中
村
錦
之
助
（『
東
京
暮
色
』
の
項
参
照
）
を
連
想
さ
せ
る
。
錦
ち
ゃ
ん
【
き
ん
ち
ゃ
ん
】
同
前
。
小
川
軒
【
お
が
わ
け
ん
】（
映
像
・『
全
集
』）
町
内
の
床
屋
。
小
津
安
二
郎
は
蓼
科
時
代
、
長
野
県
茅
野
市
に
あ
る
小
川
軒
の
小
川
敦
子
に
出
張
散
髪
を
頼
ん
で
い
た
。
小
川
軒
は
茅
野
駅
前
に
現
存
し
、
敦
子
さ
ん
も
お
元
気
で
あ
る
。
大
阪
【
お
お
さ
か
】
『
お
茶
漬
の
味
』、『
早
春
』
の
項
参
照
。『
彼
岸
花
』
に
も
。
福
助
足
袋
【
ふ
く
す
け
た
び
】（
映
像
）
小
川
軒
の
窓
か
ら
見
え
る
向
か
い
の
琺
瑯
看
板
。
福
助
は
一
八
八
二
年
創
業
の
足
袋
製
造
販
売
業
・
丸
福
を
ル
ー
ツ
と
す
る
下
着
メ
ー
カ
ー
。『
お
茶
漬
の
味
』
の
「
福
助
ス
ポ
ー
ツ
靴
」
の
項
参
照
。
道
頓
堀
【
ど
う
と
ん
ぼ
り
】
大
阪
市
中
央
区
の
町
名
。
繁
華
街
ミ
ナ
ミ
の
一
郭
。
角
座
【
か
ど
ざ
】
道
頓
堀
角
座
。
一
六
五
二
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
大
阪
市
中
央
区
道
頓
堀
に
あ
っ
た
芝
居
小
屋
、
劇
場
、
映
画
八
館
。
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
【
し
ん
せ
い
】（
映
像
）
小
川
軒
で
矢
太
蔵
（
田
中
春
男
）
が
吸
う
煙
草
。
末
尾
波
矢
駅
で
す
み
子
も
。
一
九
四
九
年
六
月
一
日
発
売
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
発
売
さ
れ
る
ま
で
い
こ
い
と
と
も
に
国
民
の
タ
バ
コ
の
位
置
を
占
め
た
。
十
全
医
院
【
じ
ゅ
う
ぜ
ん
い
い
ん
】（
映
像
）
相
生
座
の
前
に
看
板
が
立
っ
て
い
る
。
長
谷
川
武
雄
・
嘉
代
氏
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
東
京
都
江
東
区
深
川
に
同
名
の
医
院
が
実
在
し
た
と
い
う
。
『
毎
日
グ
ラ
フ
』【
ま
い
に
ち
ぐ
ら
ふ
】（
映
像
）
毎
日
新
聞
社
が
発
行
し
て
い
た
グ
ラ
フ
雑
誌
。
創
刊
一
九
四
八
年
。
一
九
九
四
年
、
『
毎
日
グ
ラ
フ
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
』、
九
九
年
、『
ア
ミ
ュ
ー
ズ
』
と
改
題
し
、
二
〇
〇
一
年
休
刊
。
相
生
座
楽
屋
に
二
種
類
の
表
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
【
ざ
・
ぴ
い
な
っ
つ
】（
映
像
）
昭
和
戦
後
の
双
子
女
性
歌
手
・
女
優
。
前
項
『
毎
日
グ
ラ
フ
』
一
九
五
九
年
六
月
二
八
日
号
表
紙
。
地
色
は
小
津
好
み
の
朱
色
。
春
丘
典
子
【
は
る
お
か
の
り
こ
】（
映
像
）
昭
和
戦
後
の
女
優
。
前
々
項
『
毎
日
グ
ラ
フ
』
一
九
五
九
年
七
月
一
九
日
号
表
紙
。
小
津
好
み
の
赤
い
ラ
イ
ト
が
映
り
込
ん
で
い
る
。
蝙
蝠
安
【
こ
う
も
り
や
す
】
歌
舞
伎
『
与
話
情
浮
名
横
櫛
』（
別
項
）
の
登
場
人
物
。
桑
名
【
く
わ
な
】（
映
像
・
台
詞
）
三
重
県
桑
名
市
。
一
九
三
七
年
四
月
一
日
市
制
施
行
。
嵐
駒
十
郎
の
幟
の
右
下
に
あ
る
。
末
尾
、
駒
十
郎
と
す
み
子
は
「
波
矢
駅
」
か
ら
桑
名
へ
向
か
う
。
ビ
ク
タ
ー
【
び
く
た
あ
】（
映
像
）
相
生
座
楽
屋
に
テ
レ
ビ
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。『
彼
岸
花
』
の
「
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
」
の
項
参
照
。
九
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
福
知
山
【
ふ
く
ち
や
ま
】
京
都
府
福
知
山
市
。
一
九
三
七
年
四
月
一
日
市
制
施
行
。
か
つ
て
陸
軍
歩
兵
第
二
十
連
隊
が
あ
っ
た
。
第
二
十
連
隊
は
南
京
戦
に
参
加
し
て
い
る
。
南
京
豆
【
な
ん
き
ん
ま
め
】
『
風
の
中
の
牝
鶏
』、『
お
茶
漬
の
味
』、『
東
京
物
語
』、『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』
の
項
参
照
。
紀
州
【
き
し
ゅ
う
】
紀
伊
国
。
和
歌
山
県
と
三
重
県
南
部
。
新
宮
【
し
ん
ぐ
う
】
和
歌
山
県
新
宮
市
。
一
九
三
三
年
十
月
一
日
、
新
宮
町
と
三
輪
崎
町
が
合
併
し
新
宮
市
と
な
る
。『
秋
刀
魚
の
味
』
に
つ
な
が
る
「
秋
刀
魚
の
歌
」
で
有
名
な
佐
藤
春
夫
（
一
八
九
二
〜
一
九
六
四
年
）
の
出
生
地
。『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
に
よ
れ
ば
、
小
津
は
五
九
年
六
月
九
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
『
浮
草
』
の
ロ
ケ
ハ
ン
で
新
宮
を
訪
れ
て
い
る
。
タ
カ
ラ
ビ
ー
ル
【
た
か
ら
び
い
る
】（
映
像
）
宝
酒
造
が
一
九
五
七
年
か
ら
六
七
年
ま
で
製
造
販
売
し
て
い
た
ビ
ー
ル
。
つ
る
や
へ
向
か
う
駒
十
郎
の
シ
ョ
ッ
ト
で
板
壁
に
琺
瑯
看
板
が
貼
っ
て
あ
る
。
『
い
つ
か
来
た
道
』
【
い
つ
か
き
た
み
ち
】（
映
像
）
島
耕
二
監
督
『
い
つ
か
来
た
道
』（
一
九
五
四
年
、）
山
本
富
士
子
主
演
。
つ
る
や
へ
向
か
う
駒
十
郎
の
シ
ョ
ッ
ト
で
貼
っ
て
あ
る
サ
カ
イ
中
央
の
ポ
ス
タ
ー
。
昔
馴
染
み
で
子
も
な
し
た
本
間
お
芳（
杉
村
春
子
）
の
家
に
向
か
う
駒
十
郎
の
後
ろ
に
「
い
つ
か
来
た
道
」
と
配
す
る
小
憎
い
演
出
。
ま
た
、
山
本
富
士
子
は
『
彼
岸
花
』
に
出
演
。
『
遊
星
王
子
』
【
ゆ
う
せ
い
お
う
じ
】（
映
像
）
若
林
栄
二
郎
監
督
『
遊
星
王
子
』（
一
九
五
九
年
、
東
映
）
梅
宮
辰
夫
主
演
。
同
前
。
国
民
年
金
【
こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん
】（
映
像
）
一
九
五
九
年
、
国
会
で
国
民
年
金
法
が
成
立
し
、
六
一
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
映
画
ポ
ス
タ
ー
の
横
に
貼
っ
て
あ
る
国
民
年
金
の
ポ
ス
タ
ー
は
そ
の
啓
蒙
の
た
め
の
も
の
。
森
永
キ
ャ
ラ
メ
ル
【
も
り
な
が
き
ゃ
ら
め
る
】（
映
像
）
駒
十
郎
が
つ
る
や
へ
向
か
う
途
中
で
通
る
店
の
中
に
箱
が
あ
る
。
ブ
ル
ド
（
ッ
ク
ソ
ー
ス
）
【
ぶ
る
ど
っ
く
そ
お
す
】（
映
像
）
『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。
つ
る
や
の
向
か
い
に
琺
瑯
看
板
が
あ
る
。
一
〇
分
田
屋
【
わ
け
た
や
】（
映
像
）
不
詳
。
つ
る
や
に
あ
る
大
徳
利
の
文
字
。
朝
日
【
あ
さ
ひ
】（
映
像
）
つ
る
や
の
「
奥
の
部
屋
」（『
全
集
』）
で
嵐
駒
十
郎
（
中
村
鴈
治
郎
）
が
吸
う
煙
草
。
末
尾
波
矢
駅
で
も
。
一
九
〇
四
年
に
発
売
さ
れ
た
口
付
紙
巻
煙
草
。
七
六
年
生
産
終
了
。
連
珠
三
つ
巴
紋
【
れ
ん
じ
ゅ
み
つ
ど
も
え
も
ん
】（
映
像
）
三
つ
巴
連
珠
。
つ
る
や
の
「
二
階
（
清
の
部
屋
）」（『
全
集
』）
か
ら
見
え
る
瓦
の
紋
。
瓦
に
は
火
を
避
け
る
た
め
、
水
に
縁
の
あ
る
文
様
が
好
ま
れ
る
。
三
つ
巴
は
渦
巻
を
連
想
さ
せ
る
の
で
、
三
つ
巴
紋
、
連
珠
三
つ
巴
紋
が
瓦
の
紋
と
し
て
定
形
化
し
た
。
三
つ
巴
は
小
早
川
隆
景
・
秀
秋
の
紋
所
で
あ
る
。
国
定
忠
治
【
く
に
さ
だ
ち
ゅ
う
じ
】（『
全
集
』）
江
戸
時
代
後
期
の
侠
客
。一
八
一
〇
〜
五
一
年
。上
野
国
国
定
村
の
生
ま
れ
。殺
人
、
関
所
破
り
な
ど
の
罪
状
で
磔
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
講
談
、
映
画
、
新
国
劇
、
大
衆
演
劇
な
ど
で
お
馴
染
み
。
赤
城
山
【
あ
か
ぎ
や
ま
】（『
全
集
』）
群
馬
県
の
山
。
標
高
一
八
二
八
メ
ー
ト
ル
。
忠
治
【
ち
ゅ
う
じ
】（『
全
集
』）
「
国
定
忠
治
」
の
項
参
照
。
巌
鉄
【
が
ん
て
つ
】（『
全
集
』）
清
水
の
巌
鉄
。
国
定
忠
治
の
子
分
。
定
八
【
さ
だ
は
ち
】（『
全
集
』・
台
詞
）
高
山
の
定
八
。
国
定
忠
治
の
子
分
。
鉄
【
て
つ
】
前
々
項
参
照
。
赤
城
の
山
【
あ
か
ぎ
の
や
ま
】
「
赤
城
山
」
の
項
参
照
。
国
定
村
【
く
に
さ
だ
む
ら
】
国
定
忠
治
の
生
ま
れ
た
村
。
現
在
は
群
馬
県
伊
勢
崎
市
国
定
町
。
西
山
【
に
し
や
ま
】
群
馬
県
の
山
。
標
高
一
八
九
八
メ
ー
ト
ル
。
円
蔵
【
え
ん
ぞ
う
】
日
光
の
円
蔵
。
国
定
忠
治
の
子
分
。
一
一
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
小
松
【
こ
ま
つ
】（『
全
集
』・
台
詞
）
石
川
県
西
南
部
の
地
名
。
小
松
町
な
ど
八
町
村
の
合
併
で
一
九
四
〇
年
十
二
月
一
日
、
小
松
市
誕
生
。
小
松
五
郎
【
こ
ま
つ
ご
ろ
う
】（『
全
集
』・
台
詞
）
こ
こ
で
は
刀
の
名
。
次
々
項
参
照
。
加
賀
の
国
【
か
が
の
く
に
】
加
州
。
現
在
の
石
川
県
南
部
。
小
松
五
郎
義
兼
【
こ
ま
つ
ご
ろ
う
よ
し
か
ね
】（『
全
集
』は
吉
兼
）
幕
末
の
刀
工
の
名
。
国
定
忠
治
所
有
の
刀
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
「
な
な
つ
の
子
」
【
な
な
つ
の
こ
】（
舞
台
音
楽
）
野
口
雨
情
・
詞
／
本
居
長
世
・
曲
、
一
九
二
一
年
。
相
生
座
で
「
国
定
忠
治
」
終
演
か
ら
幕
間
に
か
け
て
流
れ
る
。「
烏
な
ぜ
啼
く
の
／
烏
は
山
に
／
可
愛
い
七
つ
の
子
が
あ
る
か
ら
よ
／
可
愛
い
可
愛
い
と
／
烏
は
啼
く
の
／
可
愛
い
可
愛
い
と
／
啼
く
ん
だ
よ
／
山
の
古
巣
へ
行
っ
て
み
て
御
覧
／
丸
い
眼
を
し
た
／
い
い
子
だ
よ
」。
木
瓜
紋
【
も
っ
こ
も
ん
】（
映
像
）
織
田
信
長
の
紋
。
相
生
座
の
舞
台
幕
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
政
光
堂
時
計
店
【
せ
い
こ
う
ど
う
と
け
い
て
ん
】（
映
像
）
相
生
座
客
席
に
貼
っ
て
あ
る
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
。
「
船
方
さ
ん
よ
」
【
ふ
な
か
た
さ
ん
よ
】（
音
楽
）
『
お
早
よ
う
』
の
項
参
照
。
梅
廼
家
の
店
内
で
聞
こ
え
る
。
ラ
ジ
オ
か
ら
か
。
ヒ
メ
椿
香
油
【
ひ
め
つ
ば
き
こ
う
ゆ
】（
映
像
）
一
九
二
六
年
創
業
の
中
村
三
興
堂
（
ヒ
メ
椿
本
舗
）
が
製
造
販
売
し
て
い
た
。
小
川
軒
台
所
に
箱
が
あ
る
。
牛
乳
石
鹼
【
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
せ
っ
け
ん
】（
映
像
）
牛
乳
石
鹼
共
進
社
。
一
九
〇
九
年
創
業
、
三
一
年
設
立
の
石
鹼
会
社
。
小
川
軒
台
所
に
化
粧
石
鹼
の
赤
箱
（
一
九
二
八
年
発
売
）
が
あ
る
。
喜
多
川
千
松
【
き
た
が
わ
ち
ま
つ
】（
映
像
）
同
前
。
映
画
ポ
ス
タ
ー
の
文
字
を
改
変
し
て
あ
る
。
元
は
喜
多
川
千
鶴
だ
ろ
う
。
一
二
東
山
代
之
介
【
ひ
が
し
や
ま
よ
の
す
け
】（
映
像
）
同
前
。
映
画
ポ
ス
タ
ー
の
文
字
を
改
変
し
て
あ
る
。
元
は
東
千
代
之
介
だ
ろ
う
。
Ｍ
Ｊ
Ｂ
【
え
む
じ
ぇ
い
び
い
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。
駒
十
郎
と
本
間
清
（
川
口
浩
）
が
「
桟
橋
」（『
全
集
』）
で
釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
る
場
面
に
緑
色
の
缶
。
画
面
下
手
、
清
の
左
側
に
あ
る
。
餌
入
れ
か
。
福
壽
園
【
ふ
く
じ
ゅ
え
ん
】（
映
像
）
一
七
九
〇
年
創
業
、
一
九
四
九
年
設
立
の
製
茶
会
社
。
本
社
は
京
都
府
木
津
川
市
に
あ
る
。
相
生
座
で
駒
十
郎
が
使
用
し
て
い
る
茶
箱
。
茅
ヶ
崎
海
岸
【
ち
が
さ
き
か
い
が
ん
】（
映
像
）
『
長
屋
紳
士
録
』、『
麦
秋
』
の
項
参
照
。「
町
は
ず
れ
の
砂
丘
」（『
全
集
』）
の
氷
屋
で
す
み
子
と
扇
升
（
伊
達
正
）
が
話
を
す
る
。
の
ち
に
、
杉
山
（
入
江
洋
佑
）、
長
太
郎
（
藤
村
善
秋
）、
吉
之
助
（
三
井
弘
次
）、
仙
太
郎
（
潮
万
太
郎
）、
矢
太
蔵
（
田
中
春
男
）
が
「
砂
丘
」
で
話
を
す
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
【
ら
い
お
ん
】（
映
像
）
一
七
九
二
年
創
業
、
一
九
二
一
年
設
立
の
事
務
器
会
社
。
氷
屋
で
ロ
ゴ
入
り
の
布
が
日
よ
け
に
使
わ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
つ
る
や
で
は
カ
ー
テ
ン
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
行
者
丸
【
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
が
ん
】（
映
像
）
下
痢
止
め
薬
。
大
峰
堂
薬
品
工
業
（
一
九
〇
〇
年
創
業
（
行
者
本
舗
大
峯
堂
辻
利
吉
）、
一
九
四
七
年
設
立
）
が
製
造
販
売
し
て
い
た
。
現
在
の
製
品
名
は
行
者
丸
赤
玉
。「
氷
屋
」（『
全
集
』）
の
向
か
い
の
板
塀
に
「
は
ら
の
く
す
り
行
者
丸
」
の
琺
瑯
看
板
が
貼
っ
て
あ
る
。
天
王
荘
【
て
ん
の
う
そ
う
】（
映
像
）
相
生
座
客
席
の
貼
り
紙
。「
大
王
荘
」
の
「
大
」
の
字
に
加
筆
し
て
い
る
模
様
。
舞
台
上
部
幕
に
も
「
王
荘
」。
三
重
県
志
摩
市
大
王
町
波
切
二
四
四
に
民
宿
大
王
荘
が
実
在
す
る
。
大
王
町
【
だ
い
お
う
ち
ょ
う
】（
映
像
）
同
前
ポ
ス
タ
ー
中
の
住
所
。
あ
る
い
は
「
天
王
町
」
か
。
波
木
井
啓
治
【
な
み
き
い
け
い
じ
】（
映
像
）
相
生
座
の
祝
幕
に
あ
る
名
前
。
一
三
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
風
船
【
ふ
う
せ
ん
】（
映
像
）
同
前
。
山
中
貞
雄
『
人
情
紙
風
船
』
を
連
想
さ
せ
る
。
松
本
ふ
と
ん
店
【
ま
つ
も
と
ふ
と
ん
て
ん
】（
映
像
）
相
生
座
客
席
に
貼
っ
て
あ
る
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
。
大
福
屋
【
だ
い
ふ
く
や
】（
映
像
）
同
前
。
三
重
県
志
摩
市
大
王
町
波
切
一
一
一
四
｜
一
二
に
旅
館
大
福
屋
が
実
在
す
る
。
ペ
ギ
ー
葉
山
【
ぺ
ぎ
い
は
や
ま
】（
音
楽
）
昭
和
か
ら
平
成
の
女
性
歌
手
・
タ
レ
ン
ト
。
一
九
五
九
年
、「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」
が
大
ヒ
ッ
ト
。
土
佐
【
と
さ
】（
音
楽
）
土
州
。
現
在
の
高
知
県
。「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」
の
歌
詞
の
一
部
。
高
知
【
こ
う
ち
】（
音
楽
）
高
知
県
。
県
庁
所
在
地
は
高
知
市
。「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」
の
歌
詞
の
一
部
。
は
り
ま
や
橋
【
は
り
ま
や
ば
し
】（
音
楽
）
高
知
市
中
心
部
に
あ
る
橋
。「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」
の
歌
詞
の
一
部
。
浦
戸
【
う
ら
ど
】（
音
楽
）
高
知
市
の
地
名
。
桂
浜
が
あ
る
。
か
つ
て
浦
戸
城
が
あ
っ
た
。「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」の
歌
詞
の
一
部
。「
浦
戸
」
に
「
裏
戸
」
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
桂
浜
【
か
つ
ら
は
ま
】（
音
楽
）
高
知
市
南
部
の
浜
辺
。「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」
の
歌
詞
の
一
部
。
森
永
ビ
ス
ケ
ッ
ト
【
も
り
な
が
び
す
け
っ
と
】（
映
像
）
相
生
座
に
箱
が
あ
る
。
「
伊
那
の
水
月
」【
い
な
の
す
い
げ
つ
】（
映
像
）
相
生
座
に
貼
っ
て
あ
る
嵐
駒
十
郎
一
座
の
演
目
。
渡
辺
邦
男
監
督『
伊
賀
の
水
月
』
（
一
九
五
八
年
）
に
は
、
中
村
鴈
治
郎
が
大
久
保
彦
左
衛
門
役
で
出
演
し
て
い
る
。
「
瞼
の
母
」
【
ま
ぶ
た
の
は
は
】（
映
像
）
長
谷
川
伸
の
戯
曲
。
一
九
三
〇
年
。
相
生
座
に
貼
っ
て
あ
る
嵐
駒
十
郎
一
座
の
演
目
。
「
慶
安
太
平
記
」
【
け
い
あ
ん
た
い
へ
い
き
】（
映
像
）
歌
舞
伎
「
樟
紀
くすのき
流りゅう
花はな
見みの
幕まく
張はり
」
の
通
称
。
二
代
目
河
竹
新
七
作
、
一
八
七
〇
年
初
演
。
由
比
正
雪
、
丸
橋
忠
彌
ら
が
起
こ
し
た
慶
安
の
変
に
題
材
を
取
る
。『
浮
草
』
冒
頭
で
、
酒
好
き
の
忠
彌
が
「
こ
こ
で
一
四
三
合
あ
し
こ
で
五
合
、
拾
い
あ
つ
め
て
三
升
ば
か
り
」（『
全
集
』）と
い
う
台
詞
が
引
か
れ
る
。
相
生
座
に
貼
っ
て
あ
る
嵐
駒
十
郎
一
座
の
演
目
。
池
田
家
具
店
【
い
け
だ
か
ぐ
て
ん
】（
映
像
）
相
生
座
客
席
に
貼
っ
て
あ
る
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
。
池
田
家
具
は
三
重
県
志
摩
市
大
王
町
波
切
三
九
三
九
｜
五
に
実
在
す
る
。
近
藤
洋
品
店
【
こ
ん
ど
う
よ
う
ひ
ん
て
ん
】（
映
像
）
相
生
座
客
席
に
貼
っ
て
あ
る
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
。
室
戸
【
む
ろ
と
】（
音
楽
）
高
知
県
室
戸
市
。
一
九
五
九
年
三
月
一
日
、
室
戸
町
ほ
か
五
町
村
の
合
併
で
室
戸
市
誕
生
。「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」
の
歌
詞
の
一
部
。
宇
治
茶
【
う
じ
ち
ゃ
】（
映
像
）
京
都
府
宇
治
市
で
加
工
さ
れ
る
高
級
茶
。
現
在
で
は
宅
地
化
に
よ
り
茶
畑
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、
原
料
茶
葉
生
産
地
は
京
都
府
の
ほ
か
滋
賀
県
・
三
重
県
・
奈
良
県
と
な
っ
て
い
る
。
小
津
安
二
郎
が
代
用
教
員
を
し
て
い
た
三
重
県
松
阪
市
飯
高
町
（
当
時
は
飯
南
郡
宮
前
村
）
に
も
茶
畑
が
広
が
っ
て
お
り
、
宇
治
茶
の
茶
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
樽
平
【
た
る
へ
い
】（
映
像
）
一
六
九
五
年
頃
創
業
の
樽
平
酒
造
（
山
形
県
東
置
賜
郡
川
西
町
大
字
中
小
松
二
八
八
六
）
が
製
造
販
売
す
る
清
酒
ブ
ラ
ン
ド
。
つ
る
や
の
店
内
に
一
斗
樽
が
あ
る
。
仁
丹
【
じ
ん
た
ん
】（
映
像
）
板
壁
に
「
仁
丹
あ
り
」
の
琺
瑯
看
板
が
貼
っ
て
あ
る
。『
早
春
』
の
項
参
照
。
同
じ
壁
に
「
＊
＊
タ
イ
ヤ
ー
」
の
琺
瑯
看
板
も
あ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
【
ぶ
り
ぢ
す
と
ん
】（
映
像
）
一
九
三
一
年
三
月
一
日
設
立
さ
れ
た
世
界
最
大
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
。
板
壁
に
琺
瑯
看
板
が
貼
っ
て
あ
る
。『
東
京
物
語
』
で
は
、
平
山
紀
子
（
原
節
子
）
が
勤
め
る
「
米
山
商
事
の
事
務
所
」（『
全
集
』）
に
タ
イ
ヤ
の
実
物
が
あ
る
。
一
五
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
岡
谷
【
お
か
や
】
長
野
県
岡
谷
市
。
一
九
三
六
年
四
月
一
日
、
諏
訪
郡
平
野
村
が
町
制
を
飛
び
越
え
て
名
称
を
変
更
の
上
、
市
制
施
行
。
豊
川
【
と
よ
か
わ
】
愛
知
県
豊
川
市
。
一
九
四
三
年
六
月
一
日
、
宝ほ
飯い
郡
豊
川
町
な
ど
四
町
村
の
合
併
で
豊
川
市
誕
生
。
山
中
温
泉
【
や
ま
な
か
お
ん
せ
ん
】
石
川
県
加
賀
市
の
温
泉
。
「
天
衣
紛
上
野
初
花
」【
く
も
に
ま
ご
う
う
え
の
の
は
つ
は
な
】
『
麦
秋
』
の
項
参
照
。
相
生
座
の
舞
台
で
駒
十
郎
が
「
玄
関
先
の
場
」
の
啖
呵
を
切
っ
て
い
る
台
詞
の
み
が
聞
こ
え
る
。「
え
え
、
仰
々
し
い
。
静
か
に
し
ろ
。
悪
に
強
き
は
善
に
も
と
、
世
の
譬
え
に
も
言
う
通
り
、
親
の
嘆
く
が
不
憫
さ
に
、
娘
の
命
を
助
け
よ
う
と
、
腹
に
巧
み
の
魂
胆
を
、
練
塀
小
路
に
隠
れ
の
ね
え
、
お
数
寄
屋
坊
主
の
宗
俊
が
、
頭
の
丸
い
を
幸
い
に
衣
で
此
岸
を
忍
ヶ
岡
、
神
の
御
末
の
一
品
親
王
、
宮
の
使
い
と
偽
っ
て
、
神
風
よ
り
も
御
威
光
の
、
風
を
吹
か
し
て
大
胆
に
も
、
出
雲
守
の
上
屋
敷
へ
、
仕
掛
け
た
仕
事
の
曰
く
窓
、
家
中
一
統
白
壁
と
、
思
い
の
ほ
か
に
帰
り
が
け
、
邪
魔
な
と
こ
ろ
へ
北
村
大
膳
」（『
全
集
』
の
台
詞
と
は
少
し
異
な
る
）。
宗
俊
【
そ
う
し
ゅ
ん
】
河
内
山
宗
俊
。
前
項
台
詞
中
に
出
る
。
忍
ヶ
岡
【
し
の
ぶ
が
お
か
】
上
野
の
古
称
。「
衣
で
此
岸
を
忍
ヶ
岡
」
は
「
此
岸
を
し
の
ご
う
か
」
に
か
け
て
い
る
か
。
た
だ
し
、
『
全
集
』
で
は
「
衣
で
姿
を
忍
ケ
岡
」、『
河
竹
阿
彌
集
明
治
文
学
全
集
９
』（
一
九
六
六
・
七
、
筑
摩
書
房
）
で
は
「
法
衣
こ
ろ
も
で
し
が
を
忍
ぶ
が
岡
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
野
崎
村
」
【
の
ざ
き
む
ら
】（『
全
集
』）
歌
舞
伎
「
新
版
歌
祭
文
」
の
「
野
崎
村
の
段
」。
お
光
【
お
み
つ
】（『
全
集
』）
前
項
の
登
場
人
物
。
お
染
【
お
そ
め
】（『
全
集
』）
前
々
項
の
登
場
人
物
。
一
六
聖
徳
太
子
【
し
ょ
う
と
く
た
い
し
】（
映
像
）
飛
鳥
時
代
の
皇
族
。
厩
戸
の
皇
子
。
一
九
五
〇
年
一
月
七
日
か
ら
六
五
年
一
月
四
日
ま
で
千
円
札
の
肖
像
。
ま
た
、
一
九
五
八
年
一
二
月
一
日
か
ら
八
六
年
一
月
四
日
ま
で
日
本
最
初
の
一
万
円
札
の
肖
像
で
あ
っ
た
。
相
生
座
楽
屋
で
、
本
間
清
を
か
ど
わ
か
す
よ
う
に
と
、
す
み
子
が
加
代
に
千
円
札
を
渡
す
。
の
ち
に
、
矢
太
蔵
が
梅
廼
家
で
守
り
袋
か
ら
た
た
ん
だ
千
円
札
を
出
す
。
大
王
崎
灯
台
【
だ
い
お
う
ざ
き
と
う
だ
い
】（
映
像
）
三
重
県
志
摩
半
島
の
大
王
崎
に
立
つ
灯
台
。
一
九
二
七
年
点
灯
。
缶
ピ
ー
ス
【
か
ん
ぴ
い
す
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。
波
矢
郵
便
局
（
次
項
）
の
机
上
に
あ
る
。
波
矢
郵
便
局
【
な
み
や
ゆ
う
び
ん
き
ょ
く
】（
映
像
）
本
間
清
が
勤
め
る
郵
便
局
。
波
矢
は
架
空
の
地
名
。
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
【
ぱ
い
ろ
っ
と
】（
映
像
）
波
矢
郵
便
局
の
机
上
に
大
き
な
空
き
瓶
が
あ
る
。
岐
阜
提
灯
【
ぎ
ふ
ぢ
ょ
う
ち
ん
】（
映
像
・『
全
集
』）
美
濃
紙
を
張
っ
た
岐
阜
特
産
の
卵
形
提
灯
。
つ
る
や
に
下
が
っ
て
い
る
。
三
つ
巴
紋
【
み
つ
ど
も
え
も
ん
】（
映
像
）
つ
る
や
の
外
や
相
生
座
の
前
に
あ
る
提
灯
の
紋
。
半
田
【
は
ん
だ
】
愛
知
県
半
田
市
。
一
九
三
七
年
十
月
一
日
市
制
施
行
。
浜
島
【
は
ま
じ
ま
】（
映
像
）
三
重
県
志
摩
市
浜
島
町
（
映
画
公
開
時
は
志
摩
郡
浜
島
町
）。
清
と
加
代
の
逢
引
の
場
。
「
水
の
流
れ
と
人
の
身
は
」【
み
ず
の
な
が
れ
と
ひ
と
の
み
は
】
歌
舞
伎
「
松
浦
の
太
鼓
」
中
の
台
詞
。
赤
穂
浪
士
・
大
高
源
吾
は
宝
井
其
角
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
討
ち
入
り
前
夜
、
両
国
橋
で
源
吾
に
会
っ
た
其
角
が
「
年
の
瀬
や
水
の
流
れ
と
人
の
身
は
」
と
発
句
を
読
む
と
、
源
吾
は
「
あ
し
た
待
た
る
る
そ
の
宝
船
」
と
挙
句
す
る
。
其
角
は
討
ち
入
り
を
断
念
し
た
の
か
と
思
う
が
、
翌
日
そ
の
決
行
を
悟
る
の
で
あ
っ
た
。
一
七
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
鈴
木
屋
【
す
ず
き
や
】（
映
像
）
「
呉
服
と
服
地
の
店
鈴
木
屋
」の
ポ
ス
タ
ー
が
相
生
座
の
客
席
に
貼
っ
て
あ
る
。
鈴
木
屋
呉
服
店
は
三
重
県
伊
勢
市
大
世
古
二
｜
一
｜
二
一
に
実
在
す
る
。
中
要
洋
服
店
【
な
か
が
な
め
よ
う
ふ
く
て
ん
】（
映
像
）
相
生
座
の
客
席
に
貼
っ
て
あ
る
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
。
山
田
駅
前
【
や
ま
だ
え
き
ま
え
】（
映
像
）
旧
国
鉄
山
田
駅
前
。
山
田
駅
は
一
九
五
九
年
七
月
一
五
日
、
伊
勢
市
駅
と
改
称
さ
れ
た
。
前
項
ポ
ス
タ
ー
の
中
の
文
字
。
「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」【
よ
は
な
さ
け
う
き
な
の
よ
こ
ぐ
し
】（
映
像
）
相
生
座
に
貼
っ
て
あ
る
演
目
。
一
八
五
三
年
初
演
の
歌
舞
伎
。
な
お
、
映
画
公
開
の
一
九
五
四
年
に
は
こ
の
作
品
を
題
材
に
し
た
春
日
八
郎
歌
う
「
お
富
さ
ん
」（
山
崎
正
・
詞
／
渡
久
地
政
信
・
曲
）
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
「
隅
田
川
＊
＊
」【
す
み
だ
が
わ
】（
映
像
）
相
生
座
に
貼
っ
て
あ
る
演
目
。
ぢ
が
み
屋
【
ぢ
が
み
や
】（
映
像
）
相
生
座
客
席
に
貼
っ
て
あ
る
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
。
三
重
県
志
摩
市
大
王
町
船
越
（
映
画
公
開
時
は
志
摩
郡
大
王
町
船
越
）
に
あ
る
地
方
職
員
共
済
組
合
の
宿
泊
施
設
。
兵
丹
屋
商
店
【
ひ
ょ
う
た
ん
や
し
ょ
う
て
ん
】（
映
像
）
三
重
県
志
摩
郡
浜
島
町
（
現
在
は
志
摩
市
）
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
宝
焼
酎
【
た
か
ら
し
ょ
う
う
ち
ゅ
う
】（
映
像
）
『
お
早
よ
う
』
の
項
参
照
。
嵐
駒
十
郎
一
座
解
散
の
宴
で
座
員
が
飲
ん
で
い
る
。
浜
松
【
は
ま
ま
つ
】
静
岡
県
浜
松
市
。
一
九
一
一
年
七
月
一
日
、
市
制
施
行
。
一
身
田
【
い
し
ん
で
ん
】
三
重
県
津
市
の
一
部
。
専
修
寺
（
三
重
県
津
市
一
身
田
町
二
八
一
九
）
の
寺じ
内ない
町まち
で
あ
る
。
糸
太
夫
【
い
と
だ
ゆ
う
】（
映
像
）
相
生
座
の
舞
台
幕
に
「
糸
太
夫
さ
ん
江
ひ
ゐ
き
」
と
あ
る
。
虫
下
し
セ
メ
ン
圓
【
む
し
く
だ
し
せ
め
ん
え
ん
】（
映
像
）
虫
下
し
の
商
品
名
。
現
在
で
も
虫
下
し
セ
メ
ン
錠
（
中
新
薬
業
）
が
発
一
八
売
さ
れ
て
い
る
。
つ
る
や
の
壁
の
柱
時
計
の
右
側
に
掛
か
っ
て
い
る
薬
の
袋
に
赤
い
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
袋
に
は
大
き
く
羽
を
広
げ
た
鳥
の
絵
に
◯イ
の
ロ
ゴ
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
存
在
す
る
鳥
居
薬
品
だ
ろ
う
か
。
亀
甲
花
菱
紋
【
き
っ
こ
う
は
な
び
し
も
ん
】（
映
像
）
つ
る
や
の
壁
の
柱
時
計
の
左
側
に
亀
甲
花
菱
紋
が
掛
か
っ
て
い
る
。
田
丸
屋
【
た
ま
る
や
】（
映
像
）
「
田
舎
の
小
路
」（『
全
集
』）
に
「
宿
田
丸
屋
」
の
看
板
が
あ
る
。「
宿
」
と
「
田
丸
屋
」
の
間
に
石こく
持
ち
地
抜
き
ろ
う
そ
く
の
家
紋
が
入
っ
て
い
る
。
Ｃ
１
０
７
【
し
い
い
ち
ま
る
な
な
】（
映
像
）
旧
国
鉄
が
一
九
三
〇
年
に
製
造
し
た
二
十
三
両
の
Ｃ
１
０
形
蒸
気
機
関
車
の
七
番
目
。
Ｃ
１
０
８
【
し
い
い
ち
ま
る
は
ち
】（
映
像
）
旧
国
鉄
が
一
九
三
〇
年
に
製
造
し
た
二
十
三
両
の
Ｃ
１
０
形
蒸
気
機
関
車
の
八
番
目
。
武
蔵
五
日
市
駅
【
む
さ
し
い
つ
か
い
ち
え
き
】（
映
像
）
Ｊ
Ｒ
東
日
本
（
映
画
公
開
時
は
国
鉄
）
五
日
市
線
の
終
着
駅
。
隣
駅
は
武
蔵
増
戸
駅
。『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
一
九
五
九
年
九
月
十
九
日
（
土
）
の
項
に
「
晴
／
八
時
出
発
し
て
五
日
市
駅
に
ゆ
く
保
線
区
機
関
区
に
て
情
景
を
と
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
Ｃ
１
０
７
・
Ｃ
１
０
８
の
映
像
が
撮
影
さ
れ
た
。
月
桂
冠
【
げ
っ
け
い
か
ん
】（
映
像
）
「
粗
末
な
宿
屋
の
廊
下
」（『
全
集
』）の
鏡
に
入
っ
て
い
る
宣
伝
文
字
。『
早
春
』、『
お
早
よ
う
』
の
項
参
照
。
旅
荘
景
雲
荘
【
り
ょ
そ
う
け
い
う
ん
そ
う
】（
映
像
）
波
矢
駅
の
窓
に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
【
い
せ
し
ま
こ
く
り
つ
こ
う
え
ん
】（
映
像
）
同
前
。
三
重
県
志
摩
半
島
の
国
立
公
園
。
一
九
四
六
年
一
一
月
二
〇
日
指
定
。
亀
山
【
か
め
や
ま
】（
映
像
）
波
矢
駅
に
「
亀
山
行
」
の
札
が
掛
か
っ
て
い
る
。
旧
国
鉄
亀
山
駅
。
草
津
【
く
さ
つ
】（
映
像
）
波
矢
駅
に
「
草
津
行
」
の
札
が
掛
か
っ
て
い
る
。
旧
国
鉄
草
津
駅
。
一
九
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
伊
勢
【
い
せ
】（
映
像
）
波
矢
駅
に
「
伊
勢
行
」
の
札
が
掛
か
っ
て
い
る
。
伊
勢
と
い
う
名
の
駅
は
実
在
し
な
い
。
旧
国
鉄
伊
勢
市
駅
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。「
山
田
駅
前
」の
項
参
照
。
す
み
子
の
前
に
掛
か
っ
て
い
る
札
だ
が
、
最
初
の
シ
ョ
ッ
ト
で
は
掛
か
っ
て
い
ず
、
駒
十
郎
を
は
さ
ん
だ
次
の
シ
ョ
ッ
ト
に
掛
か
る
。
松
阪
【
ま
つ
ざ
か
】（
映
像
）
波
矢
駅
に
「
松
阪
行
」
の
札
が
掛
か
っ
て
い
る
。『
東
京
物
語
』
の
項
参
照
。
旧
国
鉄
松
阪
駅
。
名
古
屋
【
な
ご
や
】（
映
像
）
波
矢
駅
に
「
名
古
屋
行
」
の
札
が
掛
か
っ
て
い
る
。『
晩
春
』、『
早
春
』、『
東
京
暮
色
』、『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
旧
国
鉄
名
古
屋
駅
。
波
矢
駅
事
務
室
【
な
み
や
え
き
じ
む
し
つ
】（
映
像
）
「
波
矢
駅
事
務
室
」の
看
板
が
事
務
室
内
の
鴨
居
に
掛
か
っ
て
い
る
。
室
内
に
掛
か
っ
て
い
る
の
は
実
際
は
お
か
し
い
が
、
映
像
上
そ
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
秋
留
【
に
し
あ
き
る
】（
映
像
）
こ
こ
で
は
国
鉄
五
日
市
線
の
西
秋
留
駅
。
現
在
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
川
駅
。『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
一
九
五
九
年
九
月
三
十
日
（
水
）
の
項
に
「
西
秋
留
に
て
汽
車
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
撮
影
に
出
か
け
る
」
と
あ
る
。
『
秋
日
和
』（
一
九
六
〇
年
）
里
見
弴
【
さ
と
み
と
ん
】（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
『
秋
日
和
』
の
原
作
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
。
小
説
家
。
小
津
安
二
郎
と
深
い
親
交
が
あ
っ
た
。
『
文
芸
春
秋
』【
ぶ
ん
げ
い
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
】（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
同
前
。
一
九
二
三
年
創
刊
の
文
芸
誌
・
総
合
誌
。『
秋
日
和
』
は
一
九
六
〇
年
八
月
号
に
掲
載
。
角
川
書
店
【
か
ど
か
わ
し
ょ
て
ん
】（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
同
前
。
一
九
四
五
年
創
業
の
出
版
社
。
単
行
本
『
秋
日
和
』
を
一
九
六
〇
年
二
〇
十
月
刊
。
東
京
タ
ワ
ー
【
と
う
き
ょ
う
た
わ
あ
】（
映
像
・『
全
集
』）
東
京
都
港
区
芝
に
あ
る
電
波
塔
。
一
九
五
八
年
開
業
。
三
百
三
十
三
メ
ー
ト
ル
。
東
京
タ
ワ
ー
は
増
上
寺
の
墓
地
だ
っ
た
場
所
に
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
戦
争
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
車
が
鉄
骨
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
。
死
の
に
お
い
が
強
い
建
造
物
な
の
だ
。
冒
頭
、
東
京
タ
ワ
ー
の
頭
の
切
れ
た
シ
ョ
ッ
ト
ふ
た
つ
映
さ
れ
る
。
全
景
を
映
さ
な
い
の
は
い
か
に
も
小
津
好
み
で
あ
る
。
東
禅
寺
【
と
う
ぜ
ん
じ
】（
映
像
）
東
京
都
港
区
高
輪
三
｜
一
六
｜
一
六
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
。『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』一
九
六
〇
年
十
月
三
日
（
月
）
の
く
だ
り
に
「
ロ
ケ
出
発
し
て
品
川
の
東
禅
寺
の
境
内
を
と
る
」
と
あ
る
。
麻
布
【
あ
ざ
ぶ
】（『
全
集
』）
東
京
都
港
区
の
一
部
。
旧
・
麻
布
区
と
重
な
る
。
前
項
に
つ
き
脚
本
に「
東
京
タ
ワ
ー
が
見
え
、
近
く
の
ア
パ
ー
ト
の
窓
々
に
は
洗
濯
物
が
干
し
て
あ
る
｜
?
と
言
っ
た
よ
う
な
、
都
内
麻
布
あ
た
り
の
寺
」
と
あ
る
。
上
野
【
う
え
の
】
『
長
屋
紳
士
録
』
の
項
参
照
。
本
牧
亭
【
ほ
ん
も
く
て
い
】
か
つ
て
東
京
都
台
東
区
上
野
に
あ
っ
た
講
談
寄
席
。現
在
は
上
野
の
講
談
寄
席
日
本
料
理
本
牧
亭
に
名
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
松
坂
屋
【
ま
つ
ざ
か
や
】
一
六
一
一
年
創
業
、
一
九
一
〇
年
設
立
の
百
貨
店
。
本
店
は
名
古
屋
。
こ
こ
で
は
上
野
店
。
東
京
都
台
東
区
上
野
三
｜
二
九
｜
五
。
榛
名
湖
【
は
る
な
こ
】（
台
詞
・
映
像
）
群
馬
県
高
崎
市
の
湖
。
榛
名
山
山
頂
に
あ
る
。
伊
香
保
【
い
か
ほ
】
『
長
屋
紳
士
録
』
の
項
参
照
。
武
男
【
た
け
お
】
『
長
屋
紳
士
録
』
の
「
川
島
武
男
」
の
項
参
照
。
二
一
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
浪
子
【
な
み
こ
】
『
長
屋
紳
士
録
』
の
「
片
岡
浪
子
」
の
項
参
照
。
清
洲
橋
【
き
よ
す
ば
し
】（
映
像
）
隅
田
川
に
架
か
る
橋
。
関
東
大
震
災
復
興
事
業
と
し
て
、
一
九
二
八
年
竣
工
。
永
代
橋
と
と
も
に
内
務
省
復
興
局
土
木
部
長
太
田
圓
三
ら
が
設
計
指
導
し
た
。
太
田
圓
三
は
木
下
杢
太
郎
（
太
田
政
雄
）
の
兄
。
築
地
【
つ
き
じ
】（『
全
集
』）
前
項
に
つ
き
脚
本
に
「
築
地
界
隈
」
と
あ
る
。
カ
ナ
ダ
ド
ラ
イ
【
か
な
だ
ど
ら
い
】（
映
像
）
『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。
映
画
公
開
時
の
販
売
元
は
国
際
飲
料
（
現
・
サ
ッ
ポ
ロ
飲
料
）。『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
で
は
「
サ
ッ
ポ
ロ
飲
料
」
と
記
し
た
が
、「
国
際
飲
料
（
現
・
サ
ッ
ポ
ロ
飲
料
）」
と
訂
正
す
る
。
バ
ヤ
リ
ー
ス
オ
レ
ン
ジ
【
ば
や
り
い
す
お
れ
ん
じ
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』
の
「B
ireley’s
」
の
項
参
照
。
ジ
ョ
ニ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
赤
ラ
ベ
ル
【
じ
ょ
に
い
う
ぉ
お
か
あ
あ
か
ら
べ
る
】（
映
像
）
ス
コ
ッ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
通
称
ジ
ョ
ニ
赤
。
『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。『
宗
方
姉
妹
』、『
麦
秋
』、『
お
茶
漬
の
味
』
の
「
Ｊ
Ｏ
Ｈ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
」
の
項
参
照
。
清
洲
橋
近
く
の
「
料
亭
の
座
敷
（
二
階
）」（『
全
集
』）
の
座
卓
の
上
に
あ
る
。
の
ち
に
田
口
家
の
茶
箪
笥
、
ゴ
ル
フ
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
ル
ナ
の
棚
に
も
。
梅
原
龍
三
郎
【
う
め
は
ら
り
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う
】（
映
像
）
洋
画
家
。「
料
亭
の
座
敷
（
二
階
）」（『
全
集
』）
の
三
輪
秋
子
（
原
節
子
）
の
後
ろ
に
バ
ラ
の
絵
が
か
か
っ
て
い
る
。『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
一
九
六
〇
年
八
月
十
五
日
（
月
）
の
く
だ
り
に
「
料
亭
の
セ
ッ
ト
原
司
佐
分
利
伸
郎
北
／
中
村
の
洋
服
間
違
ひ
少
し
く
周
章
て
る
北
川
く
る
床
に
梅
原
の
バ
ラ
蓬
春
の
椿
か
け
る
」
と
あ
る
。
十
三
日
（
土
）
の
く
だ
り
に
は
「
床
に
梅
原
浅
間
山
を
か
け
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
末
尾
近
く
の
扇
面
の
絵
で
あ
る
。
山
口
蓬
春
【
や
ま
ぐ
ち
ほ
う
し
ゅ
ん
】（
映
像
）
日
本
画
家
。
前
項
参
照
。
二
二
東
大
【
と
う
だ
い
】
『
晩
春
』
の
項
参
照
。
建
築
【
け
ん
ち
く
】
こ
こ
で
は
東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
。
大
林
組
【
お
お
ば
や
し
ぐ
み
】
一
八
九
二
年
創
業
、
一
九
三
六
年
設
立
の
ゼ
ネ
コ
ン
。
本
郷
三
丁
目
【
ほ
ん
ご
う
さ
ん
ち
ょ
う
め
】
東
京
都
文
京
区
の
地
名
。
青
木
堂
【
あ
お
き
ど
う
】
レ
ス
ト
ラ
ン
の
名
。
夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』（
一
九
〇
八
年
）
に
も
登
場
す
る
。
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
【
あ
ん
ち
ぴ
り
ん
】
沈
痛
解
熱
薬
。
ア
ン
チ
ヘ
ブ
リ
ン
丸
【
あ
ん
ち
へ
ぶ
り
ん
が
ん
】
薬
の
名
。
架
空
の
も
の
だ
ろ
う
。
屁
を
ひ
ら
な
い
薬
と
で
も
い
う
、
小
津
安
二
郎
独
特
の
ス
カ
ト
ロ
ジ
ッ
ク
な
言
葉
遊
び
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
ハ
カ
リ
印
の
ヘ
ブ
リ
ン
丸
は
、
参
天
製
薬
が
一
八
九
〇
年
創
業
時
に
発
売
し
た
風
邪
薬
。
ハ
カ
リ
印
【
は
か
り
じ
る
し
】
田
口
参
天
堂
（
現
・
参
天
製
薬
）
の
ロ
ゴ
。
前
項
参
照
。
イ
モ
リ
の
黒
焼
き
【
い
も
り
の
く
ろ
や
き
】
古
来
惚
れ
薬
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
お
早
よ
う
』
の
「
黒
焼
屋
」
の
項
参
照
。
世
田
ケ
谷
【
せ
た
が
や
】（『
全
集
』）
脚
本
に
田
口
秀
三
（
中
村
伸
郎
）
の
住
ま
い
を
「
世
田
ケ
谷
あ
た
り
の
住
宅
地
」
と
す
る
。
武
者
小
路
実
篤
【
む
し
ゃ
の
こ
う
じ
さ
ね
あ
つ
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
田
口
家
の
茶
の
間
に
額
が
か
か
っ
て
い
る
。
リ
プ
ト
ン
紅
茶
【
り
ぷ
と
ん
こ
う
ち
ゃ
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』の
項
参
照
。
田
口
家
の
茶
箪
笥
に
一
九
〇
七
年
発
売
の
青
缶
が
入
っ
て
い
る
。
の
ち
に
桑
田
服
飾
学
院
に
も
。
秋
子
の
ア
パ
ー
ト
に
は
一
九
〇
六
年
発
売
の
黄
缶
が
あ
る
。
サ
ン
ト
リ
ー
角
瓶
【
さ
ん
と
り
い
か
く
び
ん
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』、『
秋
刀
魚
の
味
』の
項
参
照
。
田
口
家
の
茶
箪
笥
に
入
っ
て
い
る
。
二
三
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
【
あ
か
だ
ま
ぽ
お
と
わ
い
ん
】（
映
像
）
『
お
早
よ
う
』の
項
参
照
。
田
口
家
の
茶
箪
笥
に
入
っ
て
い
る
。
の
ち
に
間
宮
家
、
三
輪
家
の
茶
箪
笥
に
も
。
上
諏
訪
【
か
み
す
わ
】
長
野
県
諏
訪
市
上
諏
訪
駅
周
辺
。
諏
訪
湖
の
ほ
と
り
。
上
諏
訪
温
泉
が
あ
る
。
ア
ン
マ
膏
【
あ
ん
ま
こ
う
】
膏
薬
の
名
。
丸
の
内
【
ま
る
の
う
ち
】（
映
像
・『
全
集
』）
『
晩
春
』、『
麦
秋
』、『
東
京
物
語
』、『
早
春
』、『
彼
岸
花
』、『
秋
刀
魚
の
味
』
の
「
丸
ノ
内
」
の
項
参
照
。
間
宮
の
会
社
（
三
和
商
事
）
が
あ
る
。
缶
ピ
ー
ス
【
か
ん
ぴ
い
す
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』、『
浮
草
』
の
項
参
照
。
間
宮
の
三
和
商
事
「
常
務
室
」（『
全
集
』）
に
あ
る
。
の
ち
に
間
宮
家
の
茶
の
間
に
も
。
フ
ラ
ン
ス
【
ふ
ら
ん
す
】
秋
子
の
台
詞
に
「
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
」。
呉
服
橋
【
ご
ふ
く
ば
し
】（『
全
集
』）
『
東
京
暮
色
』
の
項
参
照
。
脚
本
に
「
う
な
ぎ
屋
の
「
竹
川
」」
が
あ
り
場
所
と
し
て
「
街
（
呉
服
橋
あ
た
り
）」
と
あ
る
。
Ａ
Ｏ
Ｉ
【
あ
お
い
】（
映
像
）
呉
服
橋
の
鰻
屋
向
か
い
の
店
の
行
灯
。
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
【
こ
お
ひ
い
ぼ
う
】（
映
像
）
同
前
。
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
【
さ
っ
ぽ
ろ
び
い
る
】（
映
像
）
『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』の
項
参
照
。
ラ
ガ
ー
大
瓶
が
う
な
ぎ
屋
に
あ
る
。
の
ち
に
若
松
（
別
項
）
に
も
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
談
笑
す
る
間
宮
ら
の
ビ
ア
グ
ラ
ス
に
白
い
星
の
ロ
ゴ
が
付
い
て
い
る
。
弁
天
寿
し
に
は
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。
榛
名
湖
畔
の
茶
屋
に
は
提
灯
が
下
が
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
【
い
ぎ
り
す
】
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
の
通
称
。
二
四
早
稲
田
【
わ
せ
だ
】
こ
こ
で
は
早
稲
田
大
学
。
東
京
都
新
宿
区
戸
塚
町
一
｜
一
〇
四
。
一
八
八
二
年
、
大
隈
重
信
が
創
立
し
た
東
京
専
門
学
校
を
前
身
と
す
る
。
一
九
〇
二
年
、
早
稲
田
大
学
と
改
称
。
政
経
【
せ
い
け
い
】
こ
こ
で
は
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
。
「
紺
碧
の
空
」【
こ
ん
ぺ
き
の
そ
ら
】
早
稲
田
大
学
第
一
応
援
歌
。
住
治
男
・
詞
／
古
関
裕
而
・
曲
、
一
九
三
一
年
。
伏
見
【
ふ
し
み
】
『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
後
藤
庄
太
郎
（
佐
田
啓
二
）
の
実
家
が
伏
見
の
蔵
元
だ
と
い
う
話
を
間
宮
路
子
（
桑
野
み
ゆ
き
）
が
す
る
。
の
ち
に
後
藤
が
ア
ヤ
子
に
い
う
シ
ョ
ッ
ト
も
。
「
若
き
血
」【
わ
か
き
ち
】
慶
應
義
塾
大
学
応
援
歌
。
堀
内
敬
三
・
詞
曲
、
一
九
二
七
年
。「
紺
碧
の
空
」を
歌
っ
て
い
た
間
宮
路
子（
桑
野
み
ゆ
き
）
は
立
ち
退
る
時
、
な
ぜ
か
「
若
き
血
」
を
ハ
ミ
ン
グ
す
る
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
【
で
ぃ
ず
に
い
】（
映
像
）
間
宮
忠
雄
（
島
津
雅
彦
）
が
読
ん
で
い
る
児
童
向
き
絵
本
の
文
字
。
ピ
ノ
キ
オ
【
ぴ
の
き
お
】（
映
像
）
間
宮
忠
雄
（
島
津
雅
彦
）
が
読
ん
で
い
る
児
童
向
き
絵
本
。
表
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
「
早
稲
田
大
学
校
歌
」【
わ
せ
だ
だ
い
が
く
こ
う
か
】
相
馬
御
風
・
詞
／
東
儀
鉄
笛
・
曲
、
一
九
〇
七
年
。
通
称
「
都
の
西
北
」。
間
宮
忠
雄
が
「
わ
せ
だ
わ
せ
だ
わ
せ
だ
わ
せ
だ
わ
せ
だ
」
と
歌
い
な
が
ら
去
る
。
『
東
京
新
聞
』【
と
う
き
ょ
う
し
ん
ぶ
ん
】（
映
像
）
間
宮
家
で
間
宮
宗
一
（
佐
分
利
信
）
が
読
ん
で
い
る
。『
お
早
よ
う
』
の
項
参
照
。
ユ
ー
ハ
イ
ム
【
ゆ
う
は
い
む
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
秋
子
が
自
宅
ア
パ
ー
ト
に
土
産
を
持
っ
て
帰
る
。
味
の
素
【
あ
じ
の
も
と
】（
映
像
）
『
早
春
』、『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』の
項
参
照
。
三
輪
家
の
ガ
ス
台
と
棚
に
食
卓
瓶
が
、
棚
に
赤
い
缶
が
あ
る
。
の
ち
に
秋
子
が
食
卓
瓶
を
ち
ゃ
ぶ
台
に
置
く
。
東
芝
【
と
う
し
ば
】（
映
像
）
三
輪
家
に
東
芝
電
気
釜
が
あ
る
。
東
芝
は
一
九
五
五
年
、
日
本
で
最
初
の
自
動
式
電
気
釜
を
発
明
し
二
五
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
た
。
ミ
ツ
カ
ン
酢
【
み
つ
か
ん
す
】（
映
像
）
『
お
早
よ
う
』
の
項
参
照
。
秋
子
の
ア
パ
ー
ト
の
棚
に
あ
る
。
カ
ゴ
メ
ケ
チ
ャ
ッ
プ
【
か
ご
め
け
ち
ゃ
っ
ぷ
】（
映
像
）
『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』の
項
参
照
。
秋
子
の
ア
パ
ー
ト
の
棚
に
あ
る
。
桑
田
服
飾
学
院
【
く
わ
た
ふ
く
し
ょ
く
が
く
い
ん
】
秋
子
が
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
を
教
え
て
い
る
学
校
。『
秋
刀
魚
の
味
』
の
「
桑
田
」
の
項
参
照
。
桑
田
と
い
う
苗
字
、
あ
る
い
は
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
の
桑
田
武
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
か
。
横
浜
【
よ
こ
は
ま
】（
映
像
）
『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
一
九
六
〇
年
九
月
二
日
（
金
）
の
く
だ
り
に
「
横
浜
山
手
ロ
ケ
服
飾
学
院
の
表
」
と
あ
る
。
バ
イ
エ
ル
【
ば
い
え
る
】（
Ｂ
Ｇ
Ｍ
）
『
彼
岸
花
』、『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。
Q
uink
【
く
い
ん
く
】（
映
像
）
パ
ー
カ
ー
の
イ
ン
ク
。
桑
田
服
飾
学
院
の
机
上
に
あ
る
。
東
山
魁
夷
【
ひ
が
し
や
ま
か
い
い
】（
映
像
）
日
本
画
家
。
桑
田
服
飾
学
院
に
小
津
安
二
郎
が
所
蔵
し
て
い
た
「
門
」
が
掛
か
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
『
秋
日
和
』
に
は
加
藤
栄
三
、
高
山
辰
雄
、
橋
本
明
治
、
速
水
御
舟
の
絵
が
掛
か
っ
て
い
る
。
和
光
【
わ
こ
う
】
『
晩
春
』
の
項
参
照
。
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
Ｔ
３
【
わ
い
る
ど
て
ぃ
い
す
り
い
】（
映
像
）
経
緯
儀
（
角
度
を
測
る
測
量
機
器
）
の
商
品
名
。
ア
ヤ
子
の
会
社
に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。
銀
座
【
ぎ
ん
ざ
】（『
全
集
』・
台
詞
）
『
晩
春
』、『
麦
秋
』、『
東
京
物
語
』、『
東
京
暮
色
』、『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
Ｖ
Ａ
Ｎ
【
う゛
ぁ
ん
】
「
銀
座
の
横
丁
」（『
全
集
』）
の
ネ
オ
ン
。
二
六
若
松
【
わ
か
ま
つ
】
『
彼
岸
花
』、『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
に
小
津
安
二
郎
が
通
っ
て
い
た
赤
坂
の
店
と
し
て
頻
出
。「
銀
座
の
横
丁
」（『
全
集
』）
の
店
。
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
【
た
ば
す
こ
】（
映
像
）
タ
バ
ス
コ
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
キ
ル
ヘ
ニ
ー
社
の
辛
味
調
味
料
。
若
松
の
店
内
に
あ
る
。
Ｓ
Ｕ
Ｎ
【
さ
ん
】（
映
像
）
『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。
ア
ヤ
子
が
ア
パ
ー
ト
に
持
ち
帰
る
紙
袋
の
ロ
ゴ
。
Ｍ
Ｊ
Ｂ
【
え
む
じ
ぇ
い
び
い
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』、『
浮
草
』の
項
参
照
。
秋
子
の
ア
パ
ー
ト
の
ミ
シ
ン
の
上
に
緑
色
の
缶
が
あ
る
。
小
浅
間
山
【
こ
あ
さ
ま
や
ま
】（
映
像
）
長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
の
山
。
一
六
五
五
メ
ー
ト
ル
。
浅
間
山
の
東
側
に
あ
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
【
ひ
ゅ
っ
て
う
の
は
な
】（
映
像
）
ア
ヤ
子
ら
が
ハ
イ
キ
ン
グ
で
泊
ま
る
ヒ
ュ
ッ
テ
。
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
【
う
つ
く
し
が
は
ら
】（
映
像
）
美
ヶ
原
。
長
野
県
松
本
市
東
方
の
高
原
。
Ｈ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。
（
尾
）
瀬
号
【
お
ぜ
ご
う
】（
映
像
）
こ
こ
で
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
（
映
画
公
開
時
は
国
鉄
）
の
臨
時
列
車
名
。
同
前
ポ
ス
タ
ー
。
東
京
中
央
郵
便
局
【
と
う
き
ょ
う
ち
ゅ
う
お
う
ゆ
う
び
ん
き
ょ
く
】（
映
像
）
吉
田
鉄
郎
設
計
、
一
九
三
一
年
竣
工
。
湘
南
電
車
【
し
ょ
う
な
ん
で
ん
し
ゃ
】（
映
像
・『
全
集
』）
『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
三
輪
ア
ヤ
子
（
司
葉
子
）
と
佐
々
木
百
合
子
（
岡
田
茉
莉
子
）
が
オ
フ
ィ
ス
の
屋
上
か
ら
東
海
道
本
線
を
行
く
湘
南
電
車
を
見
送
っ
て
い
る
。
新
婚
旅
行
へ
行
く
重
子
が
乗
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
の
ち
に
同
じ
場
所
で
ア
ヤ
子
ひ
と
り
の
シ
ョ
ッ
ト
で
も
。
東
京
都
電
【
と
う
き
ょ
う
と
で
ん
】（
映
像
）
湘
南
電
車
と
平
行
し
て
東
京
中
央
郵
便
局
の
横
を
都
電
が
走
り
抜
け
て
い
く
。
日
展
【
に
っ
て
ん
】（
映
像
）
「
第
３
回
日
展
会
期
会
場
○越
三
越
」
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
が
銀
座
に
貼
っ
て
あ
る
。
二
七
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
三
越
【
み
つ
こ
し
】（
映
像
）
前
項
ポ
ス
タ
ー
中
の
文
字
。
日
本
初
の
百
貨
店
。
越
後
屋
の
名
で
一
六
七
三
年
に
創
業
。
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
【
か
る
め
ん
】（
映
像
）
行
灯
。『
秋
刀
魚
の
味
』
で
も
同
じ
行
灯
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
【
ば
あ
あ
ろ
う
】（
映
像
）
行
灯
。
呉
服
橋
の
喫
茶
店
「
Ｂ
Ｏ
Ｗ
」
と
対
を
な
し
て
い
る
。
（
Ｌ
）
Ｉ
Ｏ
Ｎ
【
ら
い
お
ん
】（
映
像
）
銀
座
の
ネ
オ
ン
。
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
【
る
な
】（
映
像
・『
全
集
』）
『
彼
岸
花
』
で
も
登
場
す
る
バ
ー
。
ル
ナ
。
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
【
ぐ
り
い
ん
ご
る
ふ
】（
映
像
）
間
宮
宗
一
が
買
い
物
を
す
る
ゴ
ル
フ
用
品
店
。
杉
山
寧
【
す
ぎ
や
ま
や
す
し
】（
映
像
）
日
本
画
家
。
銀
座
の
喫
茶
店
に
鳥
の
デ
ッ
サ
ン
が
掛
か
っ
て
い
る
。
コ
カ
コ
ー
ラ
【
こ
か
こ
お
ら
】（
映
像
）
『
晩
春
』、『
麦
秋
』
の
項
参
照
。
ゴ
ル
フ
場
に
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
【
ほ
わ
い
と
ほ
お
す
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』、『
秋
刀
魚
の
味
』の
項
参
照
。
ゴ
ル
フ
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
あ
る
。
の
ち
に
ル
ナ
店
内
に
置
物
と
白
馬
の
絵
。
末
尾
近
く
、
ア
ヤ
子
の
結
婚
式
後
清
洲
橋
付
近
の
料
亭
で
間
宮
、
田
口
、
平
山
が
飲
ん
で
い
る
座
敷
に
ボ
ト
ル
が
あ
る
。
ジ
ョ
ニ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
黒
ラ
ベ
ル
【
じ
ょ
に
い
う
ぉ
お
か
あ
く
ろ
ら
べ
る
】（
映
像
）
ス
コ
ッ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
通
称
ジ
ョ
ニ
黒
。
ゴ
ル
フ
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
あ
る
。
の
ち
に
ル
ナ
の
棚
に
も
。
B
ireley’s
【
ば
や
り
い
す
】（
映
像
）
『
お
茶
漬
の
味
』、『
彼
岸
花
』の
項
参
照
。
ゴ
ル
フ
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
灰
皿
が
あ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
【
さ
っ
ぽ
ろ
び
あ
】（
映
像
）
平
山
精
一
郎
（
北
龍
二
）
の
家
の
廊
下
の
棚
に
化
粧
箱
が
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
【
あ
さ
ひ
び
あ
ご
お
る
ど
ら
べ
る
】（
映
像
）
同
前
。
二
八
日
東
電
機
【
に
っ
と
う
で
ん
き
】
田
口
秀
三
（
中
村
伸
郎
）
が
勤
務
す
る
会
社
。
一
九
一
八
年
に
創
業
さ
れ
た
日
東
電
機
工
業
（
現
在
は
日
東
電
工
）
が
同
名
。
南
京
豆
【
な
ん
き
ん
ま
め
】（
映
像
）
『
風
の
中
の
牝
鶏
』、『
お
茶
漬
の
味
』、『
東
京
物
語
』、『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
浮
草
』
の
項
参
照
。
ル
ナ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
間
宮
が
食
べ
て
い
る
。
Ｖ
Ａ
Ｔ
６
９
【
う゛
ぁ
っ
と
ろ
く
じ
ゅ
う
き
ゅ
う
】（
映
像
）
ス
コ
ッ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。『
彼
岸
花
』の
項
参
照
。
ル
ナ
の
テ
ー
ブ
ル
や
カ
ウ
ン
タ
ー
に
灰
皿
、
棚
に
ウ
ィ
ス
キ
ー
が
あ
る
。
ル
オ
ー
【
る
お
お
】（
映
像
）
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
。
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
。
ル
ナ
の
壁
に
キ
リ
ス
ト
の
顔
ら
し
き
作
品
が
飾
っ
て
あ
る
。
Ｊ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
【
じ
ょ
に
い
う
ぉ
お
か
あ
】（
映
像
）
『
お
茶
漬
の
味
』、『
宗
方
姉
妹
』、『
麦
秋
』の
項
参
照
。
ル
ナ
の
棚
に
ジ
ョ
ニ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
人
形
が
あ
る
。
こ
れ
は
足
だ
け
見
え
る
。
そ
の
後
、
カ
ウ
ン
タ
ー
端
に
も
。
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
【
へ
ね
し
い
】（
映
像
）
コ
ニ
ャ
ッ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
ル
ナ
の
棚
に
販
促
品
が
あ
る
。
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
＆
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
【
ぶ
ら
っ
く
あ
ん
ど
ほ
わ
い
と
】（
映
像
）
ス
コ
ッ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
オ
ー
ル
ド
パ
ー
【
お
お
る
ど
ぱ
あ
】（
映
像
）
ス
コ
ッ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
ル
ナ
の
棚
、
の
ち
に
三
輪
ア
ヤ
子
の
机
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
。
母
が
ビ
ー
ル
を
飲
む
シ
ー
ク
ウ
ェ
ン
ス
は
あ
る
が
、
娘
も
行
け
る
口
な
の
か
。
少
女
歌
劇
【
し
ょ
う
じ
ょ
か
げ
き
】
少
女
・
若
い
女
性
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
。
宝
塚
歌
劇
団
、
松
竹
歌
劇
団
が
代
表
的
。
「
モ
ン
・
パ
リ
」【
も
ん
ぱ
り
】
『
全
集
』
は
「
モ
ン
パ
リ
」。
一
九
二
七
年
、
宝
塚
歌
劇
団
が
上
演
し
た
日
本
最
初
の
レ
ビ
ュ
ー
。
岸
二
九
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
田
辰
彌
作
、
白
井
鉄
造
振
付
。
「
す
み
れ
の
花
咲
く
頃
」【
す
み
れ
の
は
な
さ
く
こ
ろ
】
『
全
集
』
は
「
菫
の
花
の
咲
く
頃
」。
間
宮
文
子
（
沢
村
貞
子
）
は
「
花
の
」
と
い
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ツ
・
デ
ー
レ
・
曲
／
白
井
哲
造
・
訳
詞
。
一
九
三
五
年
か
ら
宝
塚
を
象
徴
す
る
曲
と
し
て
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。
プ
レ
ス
リ
ー
【
ぷ
れ
す
り
い
】
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
。
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ロ
ッ
ク
。
角
川
文
庫
【
か
ど
か
わ
ぶ
ん
こ
】（
映
像
）
『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。
三
輪
家
の
本
棚
に
並
ん
で
い
る
。
味
の
素
【
あ
じ
の
も
と
】（
映
像
）
『
早
春
』、『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』の
項
参
照
。
三
輪
秋
子
が
ち
ゃ
ぶ
台
に
食
卓
瓶
を
置
く
。
鴻
巣
【
こ
う
の
す
】
埼
玉
県
鴻
巣
市
。
一
九
五
四
年
九
月
三
十
日
、
鴻
巣
町
が
北
足
立
郡
常
光
村
を
編
入
し
て
鴻
巣
市
誕
生
。
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｌ
【
ぱ
あ
る
】（
映
像
）
弁
天
寿
し
（
別
稿
）
の
向
い
の
タ
バ
コ
屋
の
商
品
。
一
九
五
五
年
十
月
一
日
発
売
。
ス
リ
ー
エ
ー
【
す
り
い
え
え
】（
映
像
）
同
前
。
一
九
六
〇
年
五
月
一
日
発
売
。
同
年
五
月
七
日
（
土
）
の
『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
に
「
五
月
一
日
か
ら
新
タ
バ
コ
Ａ
Ａ
Ａ
発
売
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
こ
い
【
い
こ
い
】（
映
像
）
同
前
。『
浮
草
』
の
項
参
照
。
Ｍ
ｉ
ｄ
ｏ
ｒ
ｉ
【
み
ど
り
】（
映
像
）
同
前
。
一
九
五
七
年
八
月
一
日
発
売
。
弁
天
寿
し
【
べ
ん
て
ん
ず
し
】（
映
像
）
「
江
戸
前
弁
天
寿
し
電
話
一
六
九
六
番
」の
暖
簾
。
鎌
倉
の
弁
天
す
し
は
、
小
津
安
二
郎
が
通
っ
て
い
た
店
と
し
て
『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
に
頻
出
。
笹
や
【
さ
さ
や
】（
映
像
）
弁
天
寿
し
二
階
の
百
合
子
の
部
屋
か
ら
見
え
る
提
灯
の
文
字
。
向
か
い
の
店
か
。
三
〇
大
関
【
お
お
ぜ
き
】（
映
像
）
弁
天
寿
し
に
貼
っ
て
あ
る
清
酒
の
ポ
ス
タ
ー
。
有
楽
町
【
ゆ
う
ら
く
ち
ょ
う
】（『
全
集
』）
「
ラ
ー
メ
ン
屋
（
有
楽
町
あ
た
り
）」
と
あ
る
。
三
来
元
【
み
き
も
と
（
さ
ん
ら
い
げ
ん
）】（
映
像
）
『
早
春
』、『
お
茶
漬
の
味
』
の
「
三
来
元
ラ
ー
メ
ン
」
の
項
参
照
。
ア
ヤ
子
と
後
藤
が
カ
ウ
ン
タ
ー
で
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
い
る
。
奥
行
き
が
ほ
と
ん
ど
な
い
カ
ウ
ン
タ
ー
は
高
度
成
長
期
に
よ
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
札
幌
ラ
ー
メ
ン
の
元
祖
と
さ
れ
る
二
条
市
場
の
だ
る
ま
軒
（
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
一
丁
目
）
は
今
で
も
当
時
の
雰
囲
気
を
残
し
て
い
る
。
「
目
黒
の
秋
刀
魚
」
【
め
ぐ
ろ
の
さ
ん
ま
】
落
語
。
俵
屋
【
た
わ
ら
や
】（
映
像
）
伊
香
保
温
泉
の
旅
館
。
秋
子
の
亡
夫
の
兄
・
三
輪
周
吉
（
笠
智
衆
）
が
経
営
す
る
。「
○△
俵
屋
」
と
い
う
大
き
な
看
板
が
掛
か
っ
て
い
る
。
ロ
ゴ
は
百
貨
店
の
そ
ご
う
と
同
じ
ち
き
り
。
三
つ
巴
紋
【
み
つ
ど
も
え
も
ん
】（
映
像
）
伊
香
保
温
泉
に
あ
る
提
灯
の
紋
。『
浮
草
』
の
項
参
照
。
吉
田
屋
旅
館
【
よ
し
だ
や
り
ょ
か
ん
】（
映
像
）
伊
香
保
温
泉
の
旅
館
。
同
名
の
旅
館
が
群
馬
県
北
群
馬
郡
伊
香
保
町
四
九
に
現
存
す
る
。
一
八
八
七
年
創
業
。
「
山
小
舎
の
灯
」【
や
ま
ご
や
の
と
も
し
び
】（
歌
）
近
江
俊
郎
・
歌
／
米
山
正
夫
・
詞
曲
、
一
九
四
七
年
。
修
学
旅
行
の
女
子
高
校
生
た
ち
が
歌
っ
て
い
る
。
彼
女
ら
は
「
た
そ
が
れ
の
灯
は
ほ
の
か
に
点
り
て
／
懐
し
き
山
小
舎
は
ふ
も
と
の
小
径
よ
／
思
い
出
の
窓
に
寄
り
君
を
偲
べ
ば
／
風
は
過
ぎ
し
日
の
歌
を
ば
さ
さ
や
く
よ
。
暮
れ
ゆ
く
は
白
馬
か
穂
高
は
あ
か
ね
よ
／
樺
の
木
の
ほ
の
白
き
影
も
薄
れ
ゆ
く
／
寂
し
さ
に
君
呼
べ
ど
わ
が
声
む
な
し
く
／
は
る
か
谷
間
よ
り
こ
だ
ま
は
帰
り
く
る
」
と
二
番
ま
で
歌
い
、
さ
ら
に
一
番
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。
三
一
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
日
光
【
に
っ
こ
う
】
栃
木
県
日
光
市
。
一
九
五
四
年
二
月
十
一
日
、
上かみ
都つ
賀が
郡ぐん
小お
来ころ
川がわ
村むら
を
編
入
し
日
光
市
誕
生
。
二
〇
〇
六
年
三
月
二
十
日
、
五
市
町
村
の
合
併
で
拡
大
。
徳
川
家
康
を
祀
る
世
界
遺
産
・
日
光
東
照
宮
や
華
厳
の
滝
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
『
チ
ェ
ー
ホ
フ
全
集
』【
ち
ぇ
え
ほ
ふ
ぜ
ん
し
ゅ
う
】（
映
像
）
全
十
六
巻
、
中
央
公
論
社
。
一
九
六
〇
〜
六
一
年
。
そ
の
一
冊
を
伊
香
保
の
俵
屋
で
三
輪
ア
ヤ
子
が
読
ん
で
い
る
。
ア
ヤ
子
は
チ
ェ
ー
ホ
フ
を
読
む
女
で
あ
る
。
榛
名
富
士
【
は
る
な
ふ
じ
】（
映
像
）
榛
名
山
の
中
央
に
位
置
す
る
峰
。
榛
名
山
富
士
山
神
社
が
あ
る
。
榛
名
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
【
は
る
な
さ
ん
ろ
お
ぷ
う
ぇ
い
】（
映
像
）
榛
名
富
士
を
登
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
。
榛
名
湖
【
は
る
な
こ
】（
映
像
）
群
馬
県
高
崎
市
に
あ
る
湖
。
榛
名
山
山
頂
の
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
。
リ
ボ
ン
シ
ト
ロ
ン
【
り
ぼ
ん
し
と
ろ
ん
】（
映
像
）
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
と
と
も
に
サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
属
す
る
サ
ッ
ポ
ロ
飲
料
が
製
造
販
売
す
る
サ
イ
ダ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
映
画
公
開
時
の
社
名
は
日
本
麦
酒
。
一
九
〇
九
年
、
大
日
本
麦
酒
が
シ
ト
ロ
ン
を
発
売
。
一
九
一
五
年
、
リ
ボ
ン
シ
ト
ロ
ン
と
改
名
し
現
在
に
至
る
。
三
輪
母
子
が
語
ら
っ
て
い
る
榛
名
湖
畔
の
茶
店
に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
榛
名
湖
畔
の
茶
屋
に
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
赤
い
星
が
付
い
た
提
灯
が
下
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
「
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
」、「
リ
ボ
ン
シ
ト
ロ
ン
」
の
短
冊
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
リ
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ス
【
り
ぼ
ん
じ
ゅ
う
す
】（
映
像
）
か
つ
て
日
本
麦
酒
（
一
九
六
四
年
か
ら
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
）
で
製
造
販
売
し
て
い
た
飲
料
。
前
項
と
同
じ
ポ
ス
タ
ー
中
に
併
記
さ
れ
て
い
る
。
「
紅
葉
」【
も
み
じ
】（
歌
）
高
野
辰
之
・
詞
／
岡
野
貞
一
・
曲
、
一
九
一
一
年
。
文
部
省
唱
歌
。「
秋
の
夕
日
に
照
る
山
紅
葉
／
濃
い
も
薄
い
も
数
あ
る
中
に
／
松
を
彩
る
楓
や
蔦
は
／
山
の
麓
の
裾
模
様
。
渓
の
流
れ
に
散
り
浮
く
紅
葉
／
波
に
揺
ら
れ
て
離
れ
て
寄
っ
て
／
赤
や
黄
色
の
色
様
々
に
／
水
の
上
に
も
織
る
錦
」。
俵
屋
で「
山
小
舎
の
灯
」（
別
項
）を
歌
っ
て
い
た
女
子
高
校
生
た
ち
三
二
の
歌
で
あ
ろ
う
か
。
湖
畔
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
体
。
こ
の
よ
う
に
、
小
津
安
二
郎
は
フ
ル
コ
ー
ラ
ス
を
聞
か
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
『
小
早
川
家
の
秋
』（
一
九
六
一
年
）
宝
塚
映
画
【
た
か
ら
づ
か
え
い
が
】（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
巻
頭
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
。
宝
塚
映
画
製
作
所
。
一
九
三
八
年
、
兵
庫
県
宝
塚
市
に
開
設
さ
れ
る
も
、
戦
時
中
閉
鎖
。
戦
後
一
九
五
一
年
阪
急
電
鉄
の
出
資
で
後
を
継
い
で
設
立
さ
れ
た
。
八
三
年
解
散
し
た
の
ち
、
現
在
の
宝
塚
映
像
に
引
き
継
が
れ
る
。
宝
塚
【
た
か
ら
づ
か
】（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
巻
頭
ク
レ
ジ
ッ
ト
「
宝
塚
映
画
作
品
」
の
下
の
ハ
ー
プ
の
よ
う
な
ロ
ゴ
中
の
文
字
。
小
早
川
家
【
こ
は
や
が
わ
け
】（
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
台
詞
）
作
品
タ
イ
ト
ル
『
小
早
川
家
の
秋
』
に
は
謎
が
多
い
。
ま
ず
、
小
早
川
を
「
こ
ば
や
か
わ
」
な
ら
ぬ
「
こ
は
や
が
わ
」
と
濁
音
の
位
置
を
変
え
て
読
ま
せ
て
い
る
わ
け
は
分
か
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
小
早
川
の
姓
か
ら
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
戦
国
武
将
小
早
川
隆
景
と
そ
の
養
子
に
入
っ
た
小
早
川
秀
秋
で
あ
ろ
う
。
特
に
後
者
は
、
タ
イ
ト
ル
に
「
秋
」
と
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
想
像
を
く
す
ぐ
る
。
小
早
川
秀
秋
は
関
ヶ
原
の
合
戦
で
西
軍
に
属
し
な
が
ら
徳
川
家
康
に
教
唆
さ
れ
て
裏
切
り
、
東
軍
を
勝
利
に
導
い
た
。
い
わ
ば
、
日
本
一
の
裏
切
り
者
と
し
て
名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
る
。
秀
秋
は
関
ヶ
原
後
、
岡
山
藩
主
と
な
る
も
、
若
く
し
て
薄
倖
の
生
涯
を
終
え
る
。『
小
早
川
家
の
秋
』
は
小
早
川
万
兵
衛
（
中
村
鴈
次
郎
）
の
裏
切
り
の
物
語
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
連
想
が
繫
が
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
弱
い
。
次
に
問
題
な
の
が
、「
秋
」
の
方
で
あ
る
。「
秋
」
は
小
早
川
秋
子
（
原
節
子
）
の
「
秋
」。
小
津
映
画
に
お
い
て
フ
ァ
ム
フ
ァ
タ
ー
ル
（
運
命
の
女
）
の
役
割
を
背
負
う
原
節
子
の
役
名
が
、
前
作
『
秋
日
和
』
の
三
輪
秋
子
（
ち
な
み
に
『
晩
春
』
に
も
三
宅
邦
子
が
こ
の
名
で
登
場
す
る
）
に
続
い
て
三
三
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
秋
子
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
寡
婦
の
役
。
む
ろ
ん
、
秋
子
の
名
が
小
津
の
姪
で
あ
る
小
津
亜
紀
子
さ
ん
に
も
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。「
亜
紀
子
」
か
ら
秋
子
も
紀
子
も
出
て
く
る
の
で
あ
る
。『
秋
日
和
』
が
「
秋
子
日
和
」
と
も
解
け
た
よ
う
に
『
小
早
川
家
の
秋
』
は
「
小
早
川
家
の
秋
子
」
と
も
ほ
ど
け
る
の
で
あ
る
。
大
阪
【
お
お
さ
か
】（
映
像
・『
全
集
』・
台
詞
）
『
宗
方
姉
妹
』、『
お
茶
漬
の
味
』、『
東
京
物
語
』、『
早
春
』、『
彼
岸
花
』、『
浮
草
』
の
項
参
照
。
冒
頭
の
空
シ
ョ
ッ
ト
。『
全
集
』
に
「
大
阪
道
頓
堀
の
夕
暮
れ
時
｜
?」
と
あ
る
。
の
ち
に
小
早
川
文
子
（
新
珠
三
千
代
）
の
台
詞
に
も
。
道
頓
堀
【
ど
う
と
ん
ぼ
り
】（
映
像
・『
全
集
』）
『
浮
草
』
の
項
参
照
。
大
阪
市
中
央
区
の
繁
華
街
。
難
波
・
心
斎
橋
を
含
め
ミ
ナ
ミ
と
呼
ば
れ
、
梅
田
の
キ
タ
と
対
を
な
す
。
冒
頭
空
シ
ョ
ッ
ト
。
道
頓
堀
川
【
ど
う
と
ん
ぼ
り
が
わ
】（
映
像
）
大
阪
の
繁
華
街
ミ
ナ
ミ
を
東
西
に
貫
く
運
河
。
パ
ン
ビ
タ
ン
【
ぱ
ん
び
た
ん
】（
映
像
）
武
田
薬
品
工
業
が
製
造
販
売
す
る
日
本
最
初
の
総
合
ビ
タ
ミ
ン
剤
。
一
九
五
〇
年
一
二
月
発
売
。
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
。
カ
ル
ピ
ス
【
か
る
ぴ
す
】（
映
像
）
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
。
カ
ル
ピ
ス
（
映
画
公
開
時
は
カ
ル
ピ
ス
食
品
工
業
）
が
製
造
販
売
す
る
乳
酸
菌
飲
料
。
一
九
一
九
年
、
日
本
で
最
初
の
乳
酸
菌
飲
料
と
し
て
発
売
さ
れ
た
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
【
あ
さ
ひ
び
い
い
る
】（
映
像
）
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
。『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』の
項
参
照
。『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』
の
「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
」
の
項
、『
秋
日
和
』
の
「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
」
の
項
参
照
。
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
【
に
ゅ
う
じ
ゃ
ぱ
ん
】（
映
像
）
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
。
大
阪
市
中
央
区
道
頓
堀
二
丁
目
三
番
二
八
号
三
四
に
あ
っ
た
サ
ウ
ナ
。
現
在
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
観
光（
一
九
三
〇
年
創
業
、
一
九
四
九
年
設
立
）と
し
て
、
サ
ウ
ナ
以
外
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
飲
食
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
映
画
公
開
前
年
の
一
九
六
〇
年
、
九
階
建
て
本
館
が
完
成
、
公
開
直
前
六
一
年
八
月
に
現
在
の
社
名
に
変
更
し
て
い
る
の
で
、
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
と
し
て
は
新
し
い
も
の
だ
っ
た
。
い
か
に
も
新
し
も
の
好
き
の
小
津
安
二
郎
な
ら
で
は
の
ロ
ケ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
【
に
ゅ
う
じ
ゃ
ぱ
ん
】（
映
像
）
同
右
。
日
本
盛
酒
坊
【
に
ほ
ん
さ
か
り
し
ゅ
ぼ
う
】（
映
像
）
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
。
日
本
盛
は
兵
庫
県
西
宮
市
の
酒
造
会
社
お
よ
び
そ
の
清
酒
ブ
ラ
ン
ド
名
。
＊
洲
閣
【
＊
し
ゅ
う
か
く
】（
映
像
）
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
。
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
旅
館
・
和
洲
閣
（
三
重
県
志
摩
市
志
摩
町
（
映
画
公
開
時
は
志
摩
郡
志
摩
町
）
和
具
五
二
四
）
も
し
く
は
志
洲
閣
（
三
重
県
志
摩
市
阿
児
町
（
映
画
公
開
時
は
志
摩
郡
阿
児
町
）
国
府
三
六
九
三
｜
一
六
）
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
当
時
大
阪
府
枚ひら
岡おか
市し
（
現
在
は
東
大
阪
市
）
に
あ
っ
た
国
際
観
光
旅
館
・
石
切
五
洲
閣
の
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
か
。「
洲
閣
」
の
上
の
小
さ
な
文
字
が
「
観
光
旅
館
」
と
読
め
る
か
。
現
在
は
ホ
テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ
（
大
阪
府
東
大
阪
市
上
石
切
町
一
｜
一
一
｜
一
二
）
が
建
っ
て
い
る
。
リ
ラ
【
り
ら
】（『
全
集
』・
映
像
）
北
川
弥
之
助（
加
東
大
介
）が
磯
村
英
一
郎（
森
繁
久
彌
）を
小
早
川
秋
子
に
引
き
合
わ
せ
る
バ
ー
。
『
全
集
』
に
「
バ
ア
「
リ
ラ
」」。
映
画
で
は
ド
ア
に
「（
Ｂ
Ａ
）
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ａ
」
と
書
い
て
あ
る
。
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ
＆
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
【
ぶ
ら
っ
く
あ
ん
ど
ほ
わ
い
と
】（
映
像
）
ス
コ
ッ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
リ
ラ
の
棚
に
販
促
用
の
白
と
黒
の
犬
の
置
物
が
あ
る
。『
彼
岸
花
』、『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
南
京
豆
【
な
ん
き
ん
ま
め
】（
映
像
）
リ
ラ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
磯
村
が
ウ
イ
ス
キ
ー
を
傾
け
つ
ま
ん
で
い
る
。『
風
の
中
の
牝
鶏
』、『
お
三
五
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
茶
漬
の
味
』、『
東
京
物
語
』、『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
浮
草
』
の
項
参
照
。
カ
ナ
ダ
ド
ラ
イ
【
か
な
だ
ど
ら
い
】（
映
像
）
『
秋
刀
魚
の
味
』、『
秋
日
和
』の
項
参
照
。
映
画
公
開
時
の
販
売
元
は
国
際
飲
料（
現
・
サ
ッ
ポ
ロ
飲
料
）。『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
で
は
「
サ
ッ
ポ
ロ
飲
料
」
と
記
し
た
が
、「
国
際
飲
料
（
現
・
サ
ッ
ポ
ロ
飲
料
）」
と
訂
正
す
る
。
バ
ー
リ
ラ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
。
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
【
ま
く
に
っ
し
ゅ
】（
映
像
）
ス
コ
ッ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
リ
ラ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
灰
皿
が
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
【
ほ
わ
い
と
ほ
お
す
】（
映
像
）
ス
コ
ッ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
リ
ラ
の
棚
に
白
馬
の
販
促
用
置
物
が
置
か
れ
て
い
る
。『
彼
岸
花
』、『
秋
刀
魚
の
味
』、『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
Ｖ
Ａ
Ｔ
６
９
【
う゛
ぁ
っ
と
ろ
く
じ
ゅ
う
き
ゅ
う
】（
映
像
）
リ
ラ
の
棚
に
あ
る
ス
コ
ッ
チ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。『
彼
岸
花
』、『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
【
は
い
ら
い
と
】（
映
像
）
『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。
日
本
専
売
公
社
（
現
・
日
本
た
ば
こ
産
業
（
Ｊ
Ｔ
））
が
一
九
六
〇
年
六
月
二
〇
日
か
ら
発
売
し
た
日
本
最
初
の
ロ
ン
グ
サ
イ
ズ
煙
草
。
フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
。
高
度
経
済
成
長
期
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
。
い
こ
い
に
変
わ
っ
て
国
民
の
煙
草
と
な
り
、
一
九
六
九
年
二
月
一
日
に
セ
ブ
ン
ス
タ
ー
が
発
売
さ
れ
る
ま
で
そ
の
地
位
を
保
つ
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
は
和
田
誠
。
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
地
に
白
いhi-lite
の
文
字
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
斬
新
な
も
の
で
あ
っ
た
。
バ
ー
リ
ラ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
北
川
弥
之
助
（
加
藤
大
介
）
が
吸
っ
て
い
る
。
帝
塚
山
【
て
づ
か
や
ま
】
大
阪
市
阿
倍
野
区
・
住
吉
区
に
ま
た
が
る
高
級
住
宅
地
。
名
前
は
帝
塚
山
古
墳
に
由
来
す
る
。
有
馬
【
あ
り
ま
】
有
馬
温
泉
。
神
戸
市
北
区
。
阪
大
【
は
ん
だ
い
】
大
阪
大
学
。『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
三
六
六
甲
【
ろ
っ
こ
う
】
神
戸
市
の
六
甲
山
あ
る
い
は
阪
急
電
鉄
神
戸
本
線
六
甲
駅
。
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
【
ま
る
て
ぃ
い
に
】（
映
像
）
イ
タ
リ
ア
の
酒
造
会
社
。
チ
ン
ザ
ノ
と
並
ん
で
ベ
ル
モ
ッ
ト
で
有
名
。
リ
ラ
の
テ
ー
ブ
ル
に
販
促
用
の
灰
皿
が
あ
る
。
御
堂
筋
【
み
ど
う
す
じ
】（
台
詞
・『
全
集
』）
大
阪
市
を
南
北
に
縦
断
す
る
国
道
。
欧オー
陽ヤン
菲フィー
菲フィー
の
ヒ
ッ
ト
曲
「
雨
の
御
堂
筋
」（
林
春
生
・
詞
／
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
・
曲
、
一
九
七
一
年
）
は
「
小
糠
雨
降
る
御
堂
筋
／
心
変
わ
り
な
夜
の
雨
」
と
歌
い
出
さ
れ
る
。
境
川
【
さ
か
い
が
わ
】
大
阪
市
西
区
の
地
名
。
水
原
【
み
ず
は
ら
】（『
全
集
』）
『
全
集
』
に
「
名
刺
入
れ
を
し
ま
い
な
が
ら
磯
村
、
鼻
を
な
ぜ
、
弥
之
助
に
水
原
式
サ
イ
ン
を
送
り
な
が
ら
｜
?」
と
あ
る
。
水
原
は
水
原
茂
（
円のぶ
裕しげ
）。
昭
和
の
プ
ロ
野
球
選
手
・
監
督
・
解
説
者
。
読
売
巨
人
軍
の
監
督
時
代
、
日
本
野
球
に
ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ン
、
つ
ま
り
身
体
の
各
部
を
触
っ
て
い
く
組
み
合
わ
せ
の
サ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
。
（
Ｂ
Ａ
）
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ａ
【
ば
あ
り
ら
】
前
出
「
リ
ラ
」
の
項
参
照
。
M
arlboro
【
ま
あ
る
ぼ
ろ
】（
映
像
）
フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
社
が
製
造
販
売
す
る
煙
草
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。リ
ラ
で
磯
村
が
吸
う
煙
草
。
い
こ
い
か
ら
ハ
イ
ラ
イ
ト
へ
国
民
の
嗜
好
が
移
行
し
た
時
代
。
吸
っ
て
い
る
煙
草
に
よ
っ
て
財
力
も
分
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
洋
モ
ク
で
あ
る
マ
ー
ル
ボ
ロ
を
吸
っ
て
い
る
磯
村
の
成
金
ぶ
り
を
表
す
。
ユ
ー
ハ
イ
ム
【
ゆ
う
は
い
む
】（
映
像
）
秋
子
が
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
ケ
ー
キ
を
持
っ
て
ア
パ
ー
ト
に
帰
る
。そ
れ
に
し
て
も
秋
子
は
ケ
ー
キ
の
箱
を
揺
ら
し
す
ぎ
で
あ
る
。『
彼
岸
花
』、『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
Ｄ
Ｉ
Ａ
【
だ
い
あ
】（
映
像
）
不
詳
。
小
早
川
紀
子
（
司
葉
子
）
に
勉
強
を
教
わ
っ
て
い
る
甥
・
稔
の
ズ
ボ
ン
の
ロ
ゴ
。
吹
田
【
す
い
た
】
大
阪
府
吹
田
市
。
一
九
四
〇
年
四
月
一
日
、
大
阪
府
三
島
郡
吹
田
町
な
ど
四
町
村
が
合
併
し
、
吹
田
市
誕
生
。
紀
三
七
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
子
が
い
う
「
吹
田
の
ビ
ー
ル
会
社
」
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
。
九
曜
紋
【
く
よ
う
も
ん
】（
映
像
）
小
早
川
家
の
事
務
所
玄
関
お
よ
び
家
中
の
ガ
ラ
ス
に
紋
が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
外
に
広
げ
て
あ
る
和
傘
に
も
。
さ
ら
に
、
長
持
ち
や
喪
服
に
も
。
岡
伝
【
お
か
で
ん
】
蔵
元
の
名
。
桂
正
宗
【
か
つ
ら
ま
さ
む
ね
】
一
五
四
〇
年
創
業
の
酒しゅ
千せん
蔵くら
野の
（
映
画
公
開
時
は
千
野
多
右
ヱ
門
酒
造
）（
長
野
県
長
野
市
川
中
島
町
今
井
三
六
八
｜
一
）
が
製
造
販
売
す
る
清
酒
ブ
ラ
ン
ド
。
浪
【
な
み
】（
映
像
）
万
兵
衛
が
使
っ
て
い
る
団
扇
の
文
字
。
万
兵
衛
は
佐
々
木
つ
ね
（
浪
花
千
栄
子
）
の
元
に
通
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
粋
な
遊
び
で
あ
る
。
の
ち
に
小
早
川
久
夫
（
小
林
桂
樹
）
が
、
さ
ら
に
万
兵
衛
が
倒
れ
た
床
で
は
秋
子
が
使
っ
て
い
る
。
小
津
は
『
東
京
物
語
』
で
も
団
扇
に
高
峰
秀
子
を
登
場
さ
せ
る
と
い
う
遊
び
を
行
っ
て
い
た
。
月
の
桂
【
つ
き
の
か
つ
ら
】（
映
像
）
一
六
七
五
年
創
業
の
増
田
徳
兵
衛
商
店
（
京
都
市
伏
見
区
下
鳥
羽
長
田
町
二
四
）
が
製
造
販
売
す
る
清
酒
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
小
早
川
家
の
茶
の
間
に
暦
が
あ
る
。
の
ち
に
暦
は
事
務
所
に
も
。
事
務
所
に
は
木
綿
の
袋
も
あ
る
。
ま
た
、
小
早
川
久
夫
（
小
林
桂
樹
）
が
前
掛
け
を
し
て
い
る
。『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
一
九
六
一
年
五
月
二
十
六
日
（
金
）
の
項
に
「
伏
見
の
月
の
桂
に
ゆ
く
伏
見
を
い
ろ
い
ろ
見
る
」
と
あ
る
。
ニ
ュ
ー
大
阪
【
に
ゅ
う
お
お
さ
か
】
紀
子
の
見
合
い
の
場
所
。
日
本
勧
業
銀
行
【
に
ほ
ん
か
ん
ぎ
ょ
う
ぎ
ん
こ
う
】（
映
像
）
大
阪
へ
移
る
空
シ
ョ
ッ
ト
。
一
八
九
七
年
に
設
立
さ
れ
た
特
殊
銀
行
。
第
一
勧
業
銀
行
を
経
て
、
現
在
は
み
ず
ほ
銀
行
と
な
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
【
だ
い
わ
ば
ん
く
】（
映
像
）
大
阪
へ
移
る
空
シ
ョ
ッ
ト
。
大
和
銀
行
。
か
つ
て
あ
っ
た
都
市
銀
行
。
現
在
三
八
は
り
そ
な
銀
行
と
な
っ
て
い
る
。
大
阪
城
【
お
お
さ
か
じ
ょ
う
】（
映
像
・『
全
集
』）
大
阪
へ
移
る
空
シ
ョ
ッ
ト
。『
東
京
物
語
』
の
項
参
照
。
Q
uink
【
く
い
ん
く
】（
映
像
）
パ
ー
カ
ー
が
製
造
販
売
す
る
イ
ン
ク
。「
三
和
商
事
」（『
全
集
』）に
あ
る
。
の
ち
に
紀
子
の
机
の
上
に
も
。『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
biflux
【
ば
い
ふ
ら
っ
く
す
】（
映
像
）
イ
タ
リ
ア
の
イ
ン
ク
か
。
画
面
左
手
、
紀
子
の
左
側
の
机
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
手
前
に
イ
ン
ク
の
黄
色
い
箱
。「bi
」
は
赤
、「flux
」
は
青
文
字
。
ほ
か
に
「A
urora
」「inchiostro stilografico
」
と
も
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
、
中
西
多
佳
子
（
白
川
由
美
）
の
左
手
に
ハ
ー
ト
形
の
イ
ン
ク
瓶
が
置
か
れ
て
い
る
。
札
幌
【
さ
っ
ぽ
ろ
】
北
海
道
札
幌
市
。
一
九
二
二
年
八
月
一
日
市
制
施
行
。
「
雪
山
賛
歌
」
【
ゆ
き
や
ま
さ
ん
か
】
三
和
商
事
か
ら
「
雪
山
賛
歌
」
の
歌
声
で
送
別
会
の
場
面
へ
変
わ
る
。
ア
メ
リ
カ
民
謡
。
西
堀
栄
三
郎
・
詞
。「
雪
よ
岩
よ
わ
れ
ら
が
宿
り
／
俺
た
ち
ゃ
街
に
は
住
め
な
い
か
ら
に
／
俺
た
ち
ゃ
街
に
は
住
め
な
い
か
ら
に
。
雲
の
ま
に
ま
に
き
ら
き
ら
光
る
／
明
日
は
登
ろ
う
よ
あ
の
頂
に
／
明
日
は
登
ろ
う
よ
あ
の
頂
へ
」。
し
ば
ら
く
お
い
て「
荒
れ
て
狂
う
は
吹
雪
か
雪
崩
／
俺
た
ち
ゃ
そ
ん
な
も
の
恐
れ
は
せ
ぬ
ぞ
／
俺
た
ち
ゃ
そ
ん
な
も
の
恐
れ
は
せ
ぬ
ぞ
。
山
よ
さ
よ
な
ら
ご
機
嫌
よ
ろ
し
ゅ
う
／
ま
た
来
る
時
に
も
笑
っ
て
お
く
れ
」。
伊
吹
ク
ラ
ブ
【
い
ぶ
き
く
ら
ぶ
】（『
全
集
』）
札
幌
へ
転
勤
す
る
寺
本
忠
（
宝
田
明
）
の
送
別
会
場
に
「「
伊
吹
ク
ラ
ブ
」
会
場
の
札
｜
?」
と
『
全
集
』
に
あ
る
が
、
映
像
に
は
な
い
。
コ
カ
コ
ー
ラ
【
こ
か
こ
お
ら
】（
映
像
）
『
晩
春
』、『
麦
秋
』、『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
寺
本
の
送
別
会
場
の
外
に
赤
い
容
器
（
？
）
と
丸
い
琺
瑯
看
板
が
あ
る
。
会
場
に
も
瓶
が
あ
る
。
三
九
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
C
hanpagne
【
し
ゃ
ん
ぱ
ん
・
し
ゃ
ん
ぱ
あ
に
ゅ
】（
映
像
）
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
特
産
の
発
泡
性
ワ
イ
ン
。
寺
本
の
送
別
会
場
の
外
に
箱
が
あ
る
。
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
【
た
ば
す
こ
】（
映
像
）
タ
バ
ス
コ
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
キ
ル
ヘ
ニ
ー
社
の
辛
味
調
味
料
。
寺
本
の
送
別
会
場
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
あ
る
。『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
バ
ヤ
リ
ー
ス
オ
レ
ン
ジ
【
ば
や
り
い
す
お
れ
ん
じ
】（
映
像
）
寺
本
の
送
別
会
場
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
あ
る
。
の
ち
に
小
早
川
家
の
茶
の
間
に
も
。『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
B
ireley’s
【
ば
や
り
い
す
】（
映
像
）
寺
本
の
送
別
会
場
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
灰
皿
が
あ
る
。の
ち
に
祇
園
の
氷
屋
に
も
。『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
【
き
り
ん
び
い
る
】（
映
像
）
寺
本
の
送
別
会
場
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
に
ラ
ガ
ー
大
瓶
が
あ
る
。
の
ち
に
嵐
山
の
料
亭
で
の
法
事
の
席
、
リ
ラ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
も
。『
早
春
』、『
東
京
暮
色
』、『
お
早
よ
う
』
の
項
参
照
。
伊
吹
山
【
い
ぶ
き
や
ま
】
滋
賀
県
・
岐
阜
県
の
県
境
に
位
置
す
る
。
一
三
七
七
メ
ー
ト
ル
。
か
く
と
だ
に
え
や
は
伊
吹
の
さ
し
も
草
さ
し
も
し
ら
じ
ら
燃
ゆ
る
思
ひ
を
【
か
く
と
だ
に
え
や
は
い
ぶ
き
の
さ
し
も
ぐ
さ
さ
し
も
し
ら
じ
ら
も
ゆ
る
お
も
い
を
】
藤
原
実
方
の
和
歌
。『
後
拾
遺
集
』
収
録
。「
百
人
一
首
」
に
採
ら
れ
る
。『
全
集
』
で
は
「
女
Ａ
「
か
く
と
だ
に
や
」／
多
佳
子「
え
や
ハ
伊
吹
の
さ
し
も
ぐ
さ
」／
女
Ｂ「
さ
し
も
し
ら
じ
な
燃
ゆ
る
思
い
を
か
」」。
意
は
、
灸
に
使
う
伊
吹
山
の
さ
し
も
草
の
よ
う
に
あ
な
た
へ
の
思
い
に
焦
が
れ
て
い
る
私
の
気
持
ち
を
あ
な
た
は
ご
存
じ
あ
る
ま
い
、
こ
ん
な
に
も
と
さ
え
い
え
な
い
の
だ
か
ら
。
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
う
寺
本
へ
の
仲
間
の
冗
談
で
は
あ
る
が
、
紀
子
と
寺
本
の
淡
い
恋
を
仲
間
た
ち
は
気
づ
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
四
〇
チ
ャ
イ
ナ
サ
ロ
ン
夜
来
香
【
ち
ゃ
い
な
さ
ろ
ん
い
え
ら
い
し
ゃ
ん
】（
映
像
）
十
三
駅
ホ
ー
ム
か
ら
見
え
る
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
。
十
三
駅
【
じ
ゅ
う
そ
う
え
き
】（
映
像
）
『
全
集
』
で
は
「
郊
外
の
小
駅
の
ホ
ー
ム
」。
阪
急
電
鉄
の
駅
。
京
都
本
線
、
神
戸
本
線
、
宝
塚
本
線
が
乗
り
入
れ
て
お
り
、
梅
田
・
京
都
・
神
戸
間
の
移
動
、
あ
る
い
は
梅
田
・
京
都
か
ら
宝
塚
へ
行
く
時
に
は
必
ず
こ
の
駅
を
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
一
九
六
一
年
八
月
二
十
二
日
（
火
）
の
項
に
「
夜
十
三
駅
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
夜
明
し
」
と
あ
る
。
協
和
銀
行
【
き
ょ
う
わ
ぎ
ん
こ
う
】（
映
像
）
『
東
京
暮
色
』
の
項
参
照
。
紀
子
と
寺
本
が
語
ら
う
十
三
駅
の
ホ
ー
ム
に
「
協
和
＊
＊
十
三
＊
＊
」
の
看
板
が
あ
る
。
珈
琲
は
北
の
ア
メ
リ
カ
ン
【
こ
お
ひ
い
は
き
た
の
あ
め
り
か
ん
】（
映
像
）
十
三
駅
ホ
ー
ム
の
看
板
。
三
菱
銀
行
【
み
つ
び
し
ぎ
ん
こ
う
】（
映
像
）
一
九
一
九
年
設
立
の
都
市
銀
行
。
東
京
三
菱
銀
行
を
経
て
現
在
は
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
。
紀
子
と
寺
本
が
語
ら
う
十
三
駅
の
ホ
ー
ム
に
看
板
が
あ
る
。
明
光
証
券
【
め
い
こ
う
し
ょ
う
け
ん
】（
映
像
）
一
九
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た
証
券
会
社
。
明
光
ナ
シ
ョ
ナ
ル
証
券
を
経
て
、
現
在
は
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
レ
ン
ド
証
券
。
紀
子
と
寺
本
が
語
ら
う
十
三
駅
の
ホ
ー
ム
に
看
板
が
あ
る
。「
あ
な
た
の
証
券
明
光
証
＊
本
社
大
阪
・
＊
・
＊
＊
十
三
営
業
所
十
三
・
富
士
銀
行
北
ト
ナ
リ
」。
富
士
銀
行
【
ふ
じ
ぎ
ん
こ
う
】（
映
像
）
前
項
看
板
中
の
文
字
。
一
八
八
〇
年
創
業
の
都
市
銀
行
。
現
在
の
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
。
安
田
信
託
銀
行
【
や
す
だ
し
ん
た
く
ぎ
ん
こ
う
】（
映
像
）
十
三
駅
ホ
ー
ム
の
看
板
。
一
九
二
五
年
に
設
立
さ
れ
た
信
託
銀
行
。
現
在
の
み
ず
ほ
信
託
銀
行
。「
貯
蓄
の
王
様
貸
付
信
託
安
田
信
託
銀
行
大
阪
支
店
神
戸
支
店
」。
四
一
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
十
三
信
用
金
庫
【
じ
ゅ
う
そ
う
し
ん
よ
う
き
ん
こ
】（
映
像
）
十
三
駅
ホ
ー
ム
の
看
板
。
一
九
二
五
年
設
立
の
信
用
金
庫
。
淡
路
【
あ
わ
じ
】（
駅
構
内
放
送
）
こ
こ
で
は
阪
急
電
鉄
淡
路
駅
。
十
三
駅
で
聞
こ
え
る
駅
構
内
放
送
。
茨
木
市
【
い
ば
ら
き
し
】（
駅
構
内
放
送
）
こ
こ
で
は
阪
急
電
鉄
茨
木
市
駅
。
十
三
駅
で
聞
こ
え
る
構
内
放
送
。
白
雪
【
し
ら
ゆ
き
】（
映
像
）
一
五
五
〇
年
創
業
の
小
西
酒
造
（
兵
庫
県
伊
丹
市
中
央
三
｜
五
｜
八
）
が
醸
造
販
売
す
る
清
酒
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
小
早
川
家
事
務
所
に
菰
樽
が
あ
る
。
丸
山
六
太
郎
（
藤
木
悠
）
が
前
掛
け
を
し
て
い
る
。
の
ち
に
佐
々
木
（
別
項
）
に
一
升
瓶
が
あ
る
。『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
一
九
六
一
年
六
月
十
四
日
（
水
）
の
項
に
「
ロ
ケ
ハ
ン
伊
丹
白
雪
大
手
柄
」
と
あ
る
。
小
津
は
小
早
川
家
の
場
所
と
し
て
伏
見
や
西
灘
を
ロ
ケ
ハ
ン
し
、
伊
丹
を
お
お
い
に
気
に
入
っ
た
。
日
記
の
同
年
八
月
七
日
（
月
）
に
は
「
第
八
日
／
通
済
夫
妻
小
西
白
雪
未
亡
人
と
セ
ッ
ト
見
学
」
と
あ
り
、
宝
塚
の
撮
影
所
に
菅
原
通
済
夫
妻
と
と
も
に
小
西
酒
造
の
未
亡
人
が
見
学
に
訪
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
く
ら
カ
ラ
ー
イ
ン
キ
【
さ
く
ら
か
ら
あ
い
ん
き
】（
映
像
）
一
九
五
九
年
に
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
（
映
画
公
開
時
は
ク
レ
パ
ス
本
舗
桜
商
会
、
一
九
二
一
年
創
業
）
が
発
売
し
た
油
性
マ
ー
カ
ー
。
小
早
川
家
の
事
務
所
に
赤
と
青
の
二
色
が
あ
る
。
東
寺
【
と
う
じ
】（
映
像
・『
全
集
』）
『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
京
都
を
表
す
空
シ
ョ
ッ
ト
。
画
面
上
手
に
東
寺
と
並
立
す
る
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
を
配
し
て
し
ま
う
の
が
い
か
に
も
小
津
安
二
郎
ら
し
い
軽
み
。
東
山
【
ひ
が
し
や
ま
】（
映
像
・『
全
集
』）
『
晩
春
』、『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
京
都
を
表
す
空
シ
ョ
ッ
ト
。
祇
園
【
ぎ
お
ん
】（
映
像
・
台
詞
）
『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
富
翁
【
と
み
お
う
】（
映
像
）
京
都
伏
見
の
蔵
元
・
北
川
本
家
（
一
六
五
七
年
創
業
、
一
九
三
六
年
設
立
）
が
製
造
す
る
日
本
酒
の
ブ
ラ
ン
ド
。
電
信
柱
に
「
清
酒
富
翁
ト
ミ
＊
＊
」
の
ブ
リ
キ
看
板
。
四
二
長
木
【
な
が
き
】（
映
像
）
祇
園
に
あ
る
看
板
。
ぎ
お
ん
質
舗
【
ぎ
お
ん
し
ち
ほ
】（
映
像
）
祇
園
に
あ
る
看
板
。
シ
ョ
ー
ト
ピ
ー
ス
【
し
ょ
お
と
ぴ
い
す
】（
映
像
・
台
詞
）
『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』
の
項
参
照
。
祇
園
の
氷
屋
で
丸
山
六
太
郎
（
藤
木
悠
）
が
万
兵
衛
に
渡
す
煙
草
。
佐
々
木
【
さ
さ
き
】（『
全
集
』・
映
像
）
『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。『
彼
岸
花
』
の
佐
々
木
初
、『
小
早
川
家
の
秋
』
の
佐
々
木
つ
ね
、
演
ず
る
の
は
と
も
に
浪
花
千
栄
子
。
中
西
鳴
吉
【
な
か
に
し
な
る
き
ち
】（
映
像
）
佐
々
木
つ
ね
が
使
う
団
扇
の
文
字
。
不
詳
。
祇
園
の
芸
妓
か
。
揚
羽
蝶
紋
【
あ
げ
は
ち
ょ
う
も
ん
】（
映
像
）
平
家
の
紋
。
織
田
信
長
も
木
瓜
紋
と
と
も
に
使
用
し
た
。
佐
々
木
つ
ね
が
使
う
団
扇
の
表
に
朱
色
の
大
き
な
揚
羽
蝶
紋
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
信
長
は
池
田
恒
興
に
揚
羽
蝶
紋
の
使
用
を
許
し
、
以
来
池
田
家
の
紋
所
と
な
っ
た
。
小
早
川
秀
秋
は
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、
岡
山
藩
主
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
死
に
よ
っ
て
小
早
川
家
は
廃
絶
。
変
わ
っ
て
岡
山
藩
主
と
な
っ
た
の
が
、
池
田
恒
興
の
孫
に
当
た
る
池
田
忠
継
で
あ
る
。
備
前
池
田
家
は
備
前
蝶
紋
と
は
い
え
、『
小
早
川
家
の
秋
』
で
小
早
川
万
兵
衛
の
死
を
看
取
る
つ
ね
が
揚
羽
蝶
紋
の
団
扇
を
使
っ
て
い
る
の
は
偶
然
と
思
え
な
い
。
向
日
町
【
む
こ
う
ま
ち
】
Ｊ
Ｒ
西
日
本
（
映
画
公
開
時
は
国
鉄
）
東
海
道
本
線
向
日
町
駅
。
桂
川
駅
と
長
岡
京
駅
の
間
。
京
都
向
日
町
競
輪
場
（
一
九
五
〇
年
開
設
。
映
画
公
開
時
は
向
日
町
競
輪
場
）
の
最
寄
り
駅
。
「
水
の
流
れ
と
人
の
身
は
」【
み
ず
の
な
が
れ
と
ひ
と
の
み
は
】
『
浮
草
』
の
項
参
照
。
宇
治
【
う
じ
】
京
都
府
宇
治
市
。
一
九
五
一
年
三
月
一
日
、
京
都
府
久
世
郡
宇
治
町
な
ど
五
町
村
の
合
併
に
よ
り
、
宇
治
市
誕
生
。
平
等
院
が
あ
る
。
四
三
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
花
や
し
き
【
は
な
や
し
き
】
『
全
集
』
は
「
花
屋
敷
」。
花
や
し
き
浮
舟
園
。
京
都
府
宇
治
市
の
旅
館
。
ヒ
ガ
シ
マ
ル
【
ひ
が
し
ま
る
】（
映
像
）
ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
（
兵
庫
県
た
つ
の
市
（
映
画
公
開
時
は
龍
野
市
）。
映
画
公
開
時
は
龍
野
醤
油
、
天
正
年
間
創
業
、
一
九
四
二
年
設
立
）
が
製
造
販
売
す
る
醤
油
の
ブ
ラ
ン
ド
名
。
う
す
く
ち
醤
油
で
有
名
。
佐
々
木
（
別
項
）
の
中
に
一
升
瓶
入
り
の
木
箱
が
あ
る
。
先
に
祇
園
の
氷
屋
に
も
「
ヒ
ガ
シ
」
と
ま
で
読
め
る
木
箱
が
あ
っ
た
。
「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」【
な
ん
ご
く
と
さ
を
あ
と
に
し
て
】（
口
笛
）『
浮
草
』の
項
参
照
。
佐
々
木
百
合
子
の
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
口
笛
を
吹
い
て
待
っ
て
い
る
。
米
人
【
べ
い
じ
ん
】（『
全
集
』）
ア
メ
リ
カ
人
。『
全
集
』
に
「
米
人
の
ジ
ョ
ー
ジ
が
顔
を
出
し
て
呼
ぶ
」
と
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
【
あ
め
り
か
】
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
。
神
戸
【
こ
う
べ
】
兵
庫
県
神
戸
市
。
一
八
八
九
年
四
月
市
制
施
行
。
「
と
め
て
は
み
た
が
」【
と
め
て
は
み
た
が
】
端
歌
。「
止
め
て
は
み
た
が
き
か
ぬ
気
の
帰
り
た
い
な
ら
帰
り
ゃ
ん
せ
」と
万
兵
衛
が
う
た
う
。
の
ち
に
万
兵
衛
は
便
所
で
放
屁
し
て
「
空
は
お
ぼ
ろ
に
」
と
も
。
ミ
ナ
ミ
【
み
な
み
】
『
全
集
』
は
「
南
」。
大
阪
市
の
繁
華
街
。
伏
見
増
田
屋
【
ふ
し
み
ま
す
だ
や
】（
映
像
）
「
月
の
桂
」（
別
項
）
の
蔵
元
。
小
早
川
久
夫
の
し
て
い
る
月
の
桂
の
前
掛
け
に
文
字
が
あ
る
。
京
都
【
き
ょ
う
と
】
『
晩
春
』、『
宗
方
姉
妹
』
の
項
参
照
。
嵐
山
【
あ
ら
し
や
ま
】
京
都
市
の
観
光
地
。
千
草
画
廊
【
ち
ぐ
さ
が
ろ
う
】（
映
像
・『
全
集
』）
小
早
川
秋
子
が
勤
め
る
画
廊
。
東
山
魁
夷
、
梅
原
龍
三
郎
な
ど
の
絵
が
掛
か
っ
て
四
四
い
る
。
日
展
【
に
っ
て
ん
】（
映
像
）
千
草
画
廊
に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
渡
月
橋
【
と
げ
つ
き
ょ
う
】（
映
像
）
京
都
市
の
観
光
地
・
嵐
山
に
あ
る
橋
。
川
の
正
式
名
称
は
桂
川
で
あ
る
が
、
橋
の
上
流
を
保
津
川
、
下
流
を
桂
川
と
通
称
す
る
。
七
三
桐
紋
【
し
ち
さ
ん
き
り
も
ん
】（
映
像
）
「
料
亭
」（『
全
集
』）
の
欄
干
、
ふ
す
ま
、
屛
風
に
見
ら
れ
る
。
苔
の
む
す
ま
で
【
こ
け
の
む
す
ま
で
】
「
君
が
代
」
の
歌
詞
の
一
部
。「
料
亭
」（『
全
集
』）
で
の
小
早
川
久
夫
（
小
林
桂
樹
）
の
台
詞
に
出
る
。
保
津
川
【
ほ
づ
が
わ
】（
映
像
・『
全
集
』）
桂
川
の
う
ち
、
京
都
府
亀
岡
市
保
津
町
か
ら
京
都
市
の
嵐
山
に
至
る
流
域
の
通
称
。
川
岸
に
小
早
川
秋
子
と
紀
子
が
踞
っ
て
話
を
し
て
い
る
。
保
津
川
下
り
【
ほ
づ
が
わ
く
だ
り
】（
映
像
）
保
津
川
を
下
る
遊
覧
船
。
中
之
島
【
な
か
の
し
ま
】
大
阪
市
北
区
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
。
堂
島
川
と
土
佐
堀
川
に
挟
ま
れ
た
中
州
。
キ
リ
ン
レ
モ
ン
【
き
り
ん
れ
も
ん
】（
映
像
）
嵐
山
の
法
事
を
終
え
た
夜
、
小
早
川
家
の
茶
の
間
に
バ
ヤ
リ
ー
ス
オ
レ
ン
ジ
の
瓶
と
キ
リ
ン
レ
モ
ン
の
瓶
が
あ
る
。『
お
早
よ
う
』
の
項
参
照
。
岐
阜
提
灯
【
ぎ
ふ
ち
ょ
う
ち
ん
】（
映
像
）
小
早
川
家
の
茶
の
間
に
下
が
っ
て
い
る
。『
浮
草
』
の
項
参
照
。
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｉ【
あ
い
ち
と
け
い
】（
映
像
）
平
山
医
院
の
時
計
。
愛
知
時
計
電
機
株
式
会
社
。
現
在
は
水
道
メ
ー
タ
ー
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
名
古
屋
【
な
ご
や
】
『
晩
春
』、『
早
春
』、『
東
京
暮
色
』、『
彼
岸
花
』
の
項
参
照
。
四
五
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
缶
ピ
ー
ス
【
か
ん
ぴ
い
す
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
小
早
川
家
内
「
月
の
桂
」（
別
項
）
の
暦
の
下
に
あ
る
。
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｙ
【
へ
ね
し
い
】（
映
像
）
コ
ニ
ャ
ッ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
。
小
早
川
紀
子
の
机
の
上
に
あ
る
。『
秋
日
和
』の
項
参
照
。
連
珠
三
つ
巴
紋
【
れ
ん
じ
ゅ
み
つ
ど
も
え
も
ん
】（
映
像
）
『
浮
草
』の
項
参
照
。
秋
子
が
立
つ
小
早
川
家
二
階
の
紀
子
の
部
屋
の
外
に
軒
丸
瓦
が
見
え
る
。
阪
急
【
は
ん
き
ゅ
う
】
こ
こ
で
は
阪
急
百
貨
店
本
店
（
大
阪
市
北
区
）。
西
大
寺
道
【
さ
い
だ
い
じ
み
ち
】（
映
像
）
西
大
寺
へ
の
道
標
。
西
大
寺
は
奈
良
市
に
あ
る
真
言
律
宗
の
総
本
山
。『
全
集
』
は
「
東
大
寺
の
道
標
」。
奈
良
競
輪
場
【
な
ら
け
い
り
ん
じ
ょ
う
】（
映
像
）
一
九
五
〇
年
開
設
。
奈
良
県
奈
良
市
秋
篠
町
九
八
。
ト
ワ
イ
ン
【
と
わ
い
ん
】（
映
像
）
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
。「
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」
だ
ろ
う
。
別
面
に
は
「
ウ
イ
ス
キ
ー
」
と
も
。『
お
早
よ
う
』、『
秋
日
和
』
の
「
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」
の
項
参
照
。
白
浜
【
し
ら
は
ま
】（
映
像
）
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
、
あ
る
い
は
南
紀
白
浜
温
泉（
白
浜
温
泉
）。
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
に
「
白
浜
桃
の
井
案
内
所
」
と
あ
る
。
桃
の
井
【
も
も
の
い
】（
映
像
）
和
歌
山
県
の
南
紀
白
浜
温
泉
に
か
つ
て
あ
っ
た
観
光
旅
館
。
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
に
「
白
浜
桃
の
井
案
内
所
」
と
あ
る
。
Ｍ
Ｊ
Ｂ
【
え
む
じ
ぇ
い
び
い
】（
映
像
）
『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
秋
刀
魚
の
味
』、『
浮
草
』、『
秋
日
和
』の
項
参
照
。
リ
ラ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
内
に
緑
の
缶
が
あ
る
。
四
六
木
津
川
【
き
づ
が
わ
】（
映
像
）
『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
一
九
六
一
年
九
月
十
日
（
日
）
の
項
に
「
七
時
ロ
ケ
出
発
木
津
川
玉
水
橋
上
流
の
流
橋
火
葬
場
の
帰
り
烏
の
情
景
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
枚
方
市
立
火
葬
場
？
【
ひ
ら
か
た
し
り
つ
か
そ
う
じ
ょ
う
】（
映
像
）
大
阪
府
枚
方
市
小お
倉ぐら
東ひがし
町まち
三
八
｜
三
。『
全
日
記
小
津
安
二
郎
』
一
九
六
一
年
九
月
一
日
（
金
）
に
「
山
田
村
の
火
葬
場
の
煙
突
を
と
り
に
ゆ
く
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
大
阪
府
北
河
内
郡
山
田
村
は
一
九
三
八
年
一
一
月
三
日
、
枚
方
町
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
が
、
山
田
の
名
は
小
学
校
・
中
学
校
・
神
社
・
池
に
残
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
当
時
の
三
重
県
阿
山
郡
大
山
田
村
（
現
在
は
伊
賀
市
）
の
寺
田
火
葬
場
（
伊
賀
市
寺
田
七
八
五
｜
四
）、
下
郡
火
葬
場
（
伊
賀
市
下
郡
六
一
四
）
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
服
部
川
、
後
者
は
木
津
川
に
近
い
。
い
こ
い
【
い
こ
い
】（
映
像
）
火
葬
場
で
小
早
川
久
夫
が
吸
っ
て
い
る
。『
浮
草
』、『
秋
日
和
』
の
項
参
照
。
原
田
平
次
【
は
ら
だ
へ
い
じ
】（
映
像
）
墓
石
に
刻
ま
れ
た
名
。「
昭
和
十
八
年
十
二
月
建
之
」。
太
閤
【
た
い
こ
う
】
豊
臣
秀
吉
。
浪
速
【
な
に
わ
】
大
阪
市
の
古
称
。
東
京【
と
う
き
ょ
う
】
『
長
屋
紳
士
録
』、『
風
の
中
の
牝
鶏
』、『
晩
春
』、『
宗
方
姉
妹
』、『
麦
秋
』、『
お
茶
漬
の
味
』、『
東
京
物
語
』、
『
東
京
暮
色
』、『
彼
岸
花
』、『
お
早
よ
う
』、『
浮
草
』
の
項
参
照
。
上
津
屋
橋
【
こ
う
づ
や
ば
し
】（
映
像
）
通
称
流
れ
橋
。
木
津
川
に
か
か
る
木
橋
。
京
都
府
久く
世せ
郡ぐん
久く
御み
山やま
町ちょうと
八
幡
市
を
結
ん
で
い
る
。
（
本
稿
は
平
成
二
一
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号
２
０
５
２
０
１
４
９
）
に
よ
る
研
究
四
七
痙攣するデジャ・ヴュ ――ビデオで読む小津安二郎――
の
一
部
で
あ
る
）
四
八
